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副業「美人バーテンダー」ですが、完璧エリート上司がなぜか常連になってしまいました。
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第一章「新任課長はカンペキです！」












「ちょっと宮永さん、聞いてくださいよぉ～」

　カフェスペースのベンチでコーヒーを飲んでいた宮永みやなが葉月はづきに、後輩の弓島ゆみしま比佐子ひさこが泣きついてきた。ベンチの隣に座り込み、腕に縋ってくる。

　葉月は手にしていた紙コップを、空いている手へ慌てて避難させる。

「ちょっ、コーヒーこぼれるから！　……どうしたの？　比佐子ちゃん」

「十一月号の巻頭インタビュー、甲府研究所の志藤しとう取締役じゃないですか～。そこに載せる写真の締め切りが明日なのに、取締役ってば先週末からサンフランシスコに出張行ってるんですって～！　もう信じられないんですけど！」

「えー……ほんとに？」

　葉月が苦笑いしながら、人差し指であごを掻く。

「連絡取ろうにも、向こうは夜ですし、携帯番号も甲府に聞かないと分からないし、一応メールは送りましたけど……もう勘弁してほしいですよぉ」

「あー……それは、勘弁してほしいよね」

　大きなため息を吐き出した比佐子の背中を、葉月はよしよしと撫でた。

　園田そのだ自動車株式会社本社・広報部第三広報課は、社内広報を担当している部署だ。葉月はそこで社内報の作成・発行を担当するグループに属している。

　社内報は二ヶ月に一度発行される。今手がけているのは十一月号で、十月の半ばに刊行予定だ。明日、九月二十日が記事収集の締め切りだというのに、未提出が数件あり、確認作業で忙しくしていた。

　後輩の比佐子が泣きついてきたような、ちょっとしたトラブルは日常茶飯事で、ここで慌てていても仕方がない。

「はー……、まだ午前中なのに、なんだかどっと疲れました」

「比佐子ちゃん、いつも全力で頑張ってるもんね。いざとなったら、広報部のストックで凌ぐ手もあるから大丈夫だよ」

「せめてそれでもいいか、取締役に確認だけでもしたいなぁ……。後で文句言われるの嫌だし……」

　これまで発行してきた社内報に使われた写真は、広報部で保管してある。そしてそれを引っ張り出して使う事態は、割と頻繁に発生する。

　特に出張が多い役員などは、写真を撮る時間が取れなかったりするので、既存のもので代用せざるを得ない。しかし時には、そのことに理不尽にクレームをつけてくる役員もいるのだから、タチが悪いのだ。

「とにかくさ、明日までメールの返事待とうよ、ね？」

　それまでは他の部分に取りかかればいいよ――そう言おうとした瞬間、声をかけられた。

「――ちょっといい？」

「あ、藤森ふじもり課長……」

　隣の部署、第二広報課の課長・藤森だった。二人の前を通り過ぎた後、向きを変えて戻って来たようだ。涼しげな表情で、葉月たちの前に立つ。

「申し訳ない、話が聞こえてしまったから。志藤取締役なら、個人的に知っているから連絡取れるけど。よければ今からでも」

「！　ほんとですか!?　お願いします～！」

　比佐子が目をキラキラと輝かせて、藤森に祈るポーズをした。

　藤森要かなめは、九月づけで第二広報課の課長に就任したばかりの新任管理職だ。

　三十二歳の若さで課長になった有能さもさることながら、そのルックスが女性社員の話題をさらった。

　スラリと背が高く、それでいてしっかり筋肉がついているのが服の上からも分かる体躯。

　その上に据えられた顔はといえば、人気俳優もかくや、といった美貌をたたえている。こしのある黒髪はつやつやと輝き、二重まぶたの目はくっきりとしているのに切れ長で、いわゆるクールビューティだ。鼻梁もくちびるも、すべてのパーツが整っているという、奇跡のような男で。

　優美な笑みや洗練された物腰も相まって、陰で『完璧王子』などと呼ばれていたりする。

　そんな男が海外勤務から帰って来るや否や管理職になったのだから、広報部や近隣部署の女性たちが色めき立つのも仕方がない。

　今も比佐子がポップでピンクな空気をまといながら、藤森が電話をするのを見つめている。

「――えぇ、そうです。明日が締め切りだそうなので、そちらで撮影していただくか、広報部で保有している写真を使うか決めていただけますか？　……あぁそうですか。……はい、三課の弓島さんあてに送ってください。よろしくお願いします。……はい、失礼します」

　藤森は電話を切ると、口角をほんのわずかだけ上げた。

「――ちょうど向こうで写真を撮ったらしいから、すぐに送ってくれるそうだよ。それでいい？　弓島さん、宮永さん」

「は、はい！　助かりました！　ありがとうございます～！　藤森課長～！」

「ありがとうございました、藤森課長」

　比佐子と一緒に、葉月も頭を下げた。

「困った時はお互い様だ。うちが助けてもらうことだってあるだろうし。もし志藤さんからの返信が来ないようなら、私に言ってくれれば催促もするから」

「はい！　その時にはお願いします！」

　藤森は涼しげな笑みで爽やかに手を振り、部署に戻っていった。何から何まですべての所作がスマートで完璧で、葉月は感心を、比佐子はうっとりを隠さなかった。

（赴任してまだ一ヶ月も経ってないのに、隣の課員の顔と名前を覚えてる上に、自分に直接関係ない仕事にも手を貸してくれるとか、すごい……）

「はぁ……イケメンは何をしてもイケメンなんですねぇ～。もう、見とれてしまいましたよ～。いいなぁ、二課の人！」

　比佐子曰く、彼は見た目だけでなく中身も完璧だとか。パッと見は冷たく見えるが、気配りの鬼らしい。

　彼の辞書にはもちろん、セクハラ・パワハラなどの文字は存在しない。課員の仕事振りには必要以上に干渉せず、しかし全責任は自分が負う、というスタンスだそうだ。

　まさに『理想的な上司』を体現する男なのだと、何故か比佐子が力説してくれた。

　明らかに二課は今月に入ってから士気が上がっているのが、隣の課から見ていても分かった。

（ほんと、完全無欠な人なんだなぁ……）

　葉月は感嘆のため息をついた。






「――で、志藤取締役の写真は無事にゲットできたの？」

「それがね……ゴールデンゲートブリッジを背景に撮った写真が送られてきた」

　その日の夜、葉月は同期の岡村おかむら一湖いちこと食事をしていた。彼女は第二広報課に所属しており、藤森の部下だ。葉月とは入社当時から仲がいい。

「マジで!?」

「元々、向こうで撮った写真を使う気まんまんだったみたい。満面の笑みで写ってるの」

　例の取締役の写真は、連絡を受けた本人からすぐに送られてきた。出張先で週末観光をした際に撮影したものらしい。

〝『サンフランシスコにて』って入れておいてね〟

　呑気な一言がメールに書き添えてあったそうで、比佐子が「ああぁ……」と、軽いめまいを起こしていた。

「藤森課長には報告したの？　その話」

「比佐子ちゃんが伝えたら笑ってたみたい」

　比佐子がお礼かたがた、志藤からのメールの内容を伝えたところ、藤森は「志藤さんらしい」と、笑顔で呟いていたそうだ。その姿がまた品があり、彼女は感動したらしい。

「分かる！　物腰が優雅なのよね、あの人」

「うんうん」

「そういえばさ、藤森課長ってうちの会長の孫なんだって。名字違うから知ってる人少ないけど」

「へぇ～。御曹司ってやつ？」

　園田自動車の創業者はその社名の通り『園田』だ。現在も会長、社長は園田一族からの就任となっている。

　一湖曰く、藤森は現社長の妹の息子、つまりは社長の甥らしい。事実ならもっと女性たちが騒いでいるはずだが、そういった噂は葉月の耳にも入ってこないので、一湖が言うようにほとんど知られていないのだろう。

「仕事よし、見た目よし、家柄もよし、って……どれだけ持ってるのよ、って感じね」

「だねぇ……」

　一湖の言葉に、葉月は何度もうなずいた。

「おまけに独身だし、狙ってる子、山ほどいるわよ」

「……一湖も？　狙ってるの？」

「あー、ないない。藤森課長、確かにちょっと見ないくらいのイケメンだけど、好みじゃないのよね。私、メンクイじゃないし。それに、何もかもが優等生すぎるのよ、あの人」

　笑顔までもが模範的なそれなので、一湖に言わせれば「面白みがない」んだそうだ。

「なぁんだ、一湖と藤森課長ならお似合いなのに」

　一湖は目鼻立ちがくっきりとした美人だ。社内でも人気があり、飲み会への誘いが引きも切らない。でも本人は滅多に受けないので高嶺の花と言われていた。

　今の「面白みがない」発言も、普通なら「何様よ」と言われそうなものだが、一湖が言うとやけに説得力がある。

　一方葉月はと言えば、まったくもって派手さはない。少なくとも一湖と比べると地味としか言いようがない。

　薄化粧だし、髪型も肩より下まで伸びた焦げ茶色の髪を後ろにくくっている。斜めに下ろした前髪は、少々重苦しげな印象を他人に与えているに違いない。

　服装もおとなしめな色味のスーツだ。社内では目立たない部類だろう。

　園田自動車に入社して五年目、今年二十七歳になる。今は彼氏もいないし、結婚の予定もまったくない。

「葉月はどうなの？　藤森課長」

「ん～、カッコイイとは思うけどさぁ」

　あんな完璧な男性ひとが彼氏だと、気を遣って疲れそうだし。それにあの人が自分を相手にするとは思えない。

　葉月は「無理無理」と呟き、人差し指であごを掻いた。

「そんなことないと思うわよ。葉月もハルも、藤森課長ととってもお似合いだと思うの、私」

　にっこり笑う一湖を、葉月は慌てて制する。

「ちょっ、その名前は出さないでってば！」

「こんな話、誰が聞いてるって言うのよ？」

　一湖がとぼけた様子で辺りに目を配る。

　確かに、地中海料理レストランのパーティションに囲まれた席、そこで控えめのボリュームで交わされる会話など、誰も聞いていないだろう。

「そりゃそうだけど……」

　心配しすぎたかしらと、葉月は思い直す。

　その時、デザートが運ばれてきたので、二人は気分を切り替えた。

（ん～、食事も美味しかったけど、デザートも美味しい。幸せ～）

　今の生活に不満はない。

　仕事はそれなりに忙しいけれど、日々の中でささやかな幸せを見つけながら、穏やかに静かに暮らしていた――あくまでも表向きは。
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「いらっしゃいませ」

「こんばんは～」

　そこここで間接照明が灯されたほの明るい店内には、すでに何人もの客がいて、思い思いの酒を楽しんでいた。

　今もまた常連客が一人現れ、カウンター席へ腰を下ろした。

「小林こばやしさん、今日はお早いんですね」

「残業なかったから、そのまますぐ来ちゃったよ。腹減ってるから、何かがっつり食べられそうなのあるかな？　ハルちゃん」

「フードメニューはこちらですが、今月はナチョスがおすすめですよ。結構お腹いっぱいになるし……実は、お酒も進んじゃいます」

　ハルがメニューの表紙裏に貼ってある写真を指差して、こっそりと囁く。

「ハルちゃん、営業上手いなぁ～。じゃあそれにしようかな。それと、とりあえず生ビールで」

　小林と呼ばれた客は苦笑いで、勧められたままナチョスを注文した。

「かしこまりました。……店長、ナチョスお願いします」

「了解です」

『ハル』が生ビールをサーブしたところで、別の客からオーダーが入る。こちらもまた常連のＯＬだ。

「ハルちゃん、ジンベースで何か作って～。フルーティな感じの」

「それじゃあ……ちょうど美味しいキウイが入ったので、キウイ・マティーニはどうですか？　キウイはジンと相性がいいんです」

「じゃあそれで！」

「かしこまりました」

　ハルはシェイカーにジンやカットしたキウイ、その他の材料を投入し、シェイクする。その姿は堂に入っており、「美人すぎるバーテンダー」とメディアがもてはやしてもおかしくはないビジュアルだ。

　しばらくシェイクした中身をカクテルグラスにゆっくりと注ぐ。それから飾り用のキウイにレモンピールで作った羽根やくちばしを添えて鳥に見立てたものを、グラスの縁に載せればできあがりだ。

　透明なグリーンの液体が、目にも美しい。きりっとしたジンに、キウイの爽やかな酸味とシロップの甘みがマッチしたカクテルだ。

　キウイの鳥を落とさないよう、そっと差し出した。

「わ、鳥だ！　可愛い！」

　客が満面の笑みでそれを眺める。ハルはその姿を見て小さな幸せを感じていた。






　人は誰しも『違う顔』を持っているものだ。

　会社では『地味子』にカテゴライズされている葉月にも、それは当てはまっている。

　桜浜市糸島いとしま駅から徒歩五分の路地裏に、カクテルバー『リフージョ』はある。スペイン語で『隠れ家』を意味するその店名の通り、知る人ぞ知る、隠れ家的なバーである。

　葉月の父は桜浜市内でレストランやバーを何店舗か経営している。その中の一軒がこの店だ。

　それほど大きくはなく、客数は二十席程度。居酒屋のように忙しなく人が動くこともない。だから居心地がいいと通ってくれる常連が多い。

　店長の柴山しばやま孝たかしが調理をはじめとする店の運営を取り仕切り、従業員の西島にしじま明人あきとが主に酒類のサーブや接客、雑用を担当。あとはアルバイトを日替わりで雇っている。

　葉月はこの店で身体が空く金曜日と土曜日だけ、バーテンダーをしているのだ。

　父がアルコールを扱った店を経営していることもあり、葉月も二十歳を過ぎてから各店舗に赴いて酒の味を覚えた。中でもリフージョの居心地がよかったことから、カクテルに興味を持った。

　大学時代、そして就職してからもカクテルについて勉強し、遂にはカクテルソムリエとバーテンダーの資格を取得した。

　友達と家飲みをする時には、カクテルをふるまって喜ばれている。

　しかしあくまでも「カクテルは趣味」と言ってはばからなかった葉月。父の店で働こうなんて、微塵も考えなかった。

　彼女がその主義を変えたのは、リフージョでバーテンをしていた男性が病気で入院したことがきっかけだった。

　店長の柴山から「彼が入院してる間の金・土だけ、お店を手伝ってくれないかな？」と頼まれたのだ。

　葉月に酒のことを教えてくれた、師匠とも言える柴山が困っているのなら仕方がない。「退院するまでなら……」という約束で、葉月はリフージョのカウンターに立つことにしたのだった。

　しかしここで問題が生じる。

　園田自動車の就業規則では、副業は禁止されているのだ。リフージョは父の店なので、名目上では「家の手伝い」で通すこともできる。けれどやはり、会社にバレたくはない。どうしようかと思案していると、明人が提案してくれた。

「葉月は普段、薄メイクで髪も後ろで一つにまとめてるんだから、ここではバッチリメイクで髪も下ろしたらどうかしら？　あたしに任せなさいよ」

　いわゆる『オネエ』の明人が得意げな笑みでそう言い出したのだ。その日から、明人によるメイクの特訓が始まった。

「顔自体は整ってるんだから、メイクしたら化けるわよぉ」

　そう豪語する明人のアドバイスどおり、しっかりめのフルメイクを施した葉月は見事に化けた。

　くっきりとアーチを描いたまゆ、つけまつげをつけてマスカラを塗ればさらに長く濃く見えるまつげ、夜の店内で映える色味のアイシャドウやアイラインは目元を華やかに見せる。顔立ちを引き締めるカラーの口紅を引けば、仕事ができる女を演出してくれる。

　髪はゆるく巻いてハーフアップにした。

　おまけに、カラーコンタクトで光彩の色も若干薄めに変えてみた。

「めちゃくちゃ美人じゃないの、葉月！」

　自分がメイクをしたというのに、明人は目を見開いて声を上げた。

（わ、ほんとに別人……）

　鏡の中の自分を見て、葉月もびっくりした。

　そこにいたのは、会社での彼女とはまったく違う、色気のある美女だった。

　確かに明人の言うとおり、顔の作り自体はそう悪くはないのかも知れない――自分でもそう思ってしまえるほどの、変身ぶりだった。

　源氏名は『ハル』にした。小さい頃に飼っていた犬の名前だというのは、店長たちには内緒だ。

　白シャツにカマーベスト、黒いパンツを身につけ、カウンターに立てば、それはそれはミステリアスな美女バーテンダーのできあがり。

　新しい女性バーテンダーの登場に、常連客は沸き立った。

　あからさまに『ハル』目当ての客も増えた。けれど「私は女優！」と自己暗示をかければ、下世話なアプローチは適当にいなせたので、なんとかなかった。

　それより困ったのは――

「ハルちゃーん！　聞いてよ！　彼氏が私の誕生日に出張なんだって～」

「ハルさん、俺もう会社辞めたい……！」

　葉月が店に入ると、彼女に愚痴を吐いたり、相談を持ちかけてくる客がちらほらと出始めた。それは男女問わずで、内容も恋人や会社に関する悩みから人間関係、仕事の方向性まで相談される有様だ。

（私、占い師じゃないんだけどなぁ……）

　どうやら葉月は元々そういう話をしやすい雰囲気を持っているようで、会社でも比佐子を初めとして、何人もの相談や愚痴を聞かされる。

　会社では自分の意見を押しつけたりしないし、相手が話している内容も極力否定しない。タイミングを見計らって相づちを打ったり、気持ちに寄り添う姿勢を見せるのが主だ。

　それが相手にとってはとても心地よいらしい。

「宮永さんって聞き上手ですよね～」

　会社で比佐子や他の社員に、そう言われることもしばしばだ。

　リフージョでも基本は同じだ。アルコールやバーなどの専門分野に関してのアドバイスはするものの、やはり「聞いて相づちを打つ」姿勢は崩さない。

　用事のない金曜日と土曜日だけの手伝いなのに、平日に葉月がいないことを残念がる常連もいて――結局、正規バーテンダーが入院している間だけ、という約束が、かれこれ四年も続いてしまった。

　かくいう葉月本人も、自分の趣味の腕を振るえるのが思いのほか楽しくて、頼まれればついつい出てしまう。作ったカクテルを美味しいと言ってもらえるのが、何よりも嬉しかったりするのだ。

　正直、リフージョの方を本業にしてしまおうかと思ったこともあった。

　けれど、何せここは父親が経営する店だ。いつ何時なんどき何があるか分からない。経営が立ちゆかなくなれば、両親と葉月で共倒れになってしまう。

　大企業で安定した収入のある生活をしているからこそ、気ままにバーテンをしていられるのも確かなのだ。

　葉月はここ数年、ずっとその二つの思いの狭間で揺れてきたのだった。

















第二章「私の変装カンペキです！」












「ふ～、汗だく。シャワーしてこ」

　その週の土曜日、葉月は、自宅からさほど離れていないスポーツジムで走っていた。運動はあまり得意ではないが、タイムを競わずにただひたすら走るだけならできる。体力作りとストレス解消を兼ねて、週に一度はここを訪れ、トレッドミルの上で脚を動かしているのだ。

　今日も小一時間走ったり歩いたりを繰り返した後、シャワーをしてリフージョに出勤しようと、更衣室へ足を向ける。その時――

「あれ？」

　少し離れたトレーニングマシンに、見知った顔がいた。

（藤森課長？）

　汗を滴らせながら筋トレをしていたのは、確かに藤森で。脇目も振らずストイックにラットプルダウンのバーを引いている姿は、少し意外だった。

　トレーニングウェアから覗く手足にはしっかりと筋肉がついているので、普段から筋トレをしているのが見て取れる。

（そういえば……）

　藤森が第二広報課長に就任した時、プロフィール代わりのアンケートに答えてもらった。広報部内に掲示するためのものだったのだが、『趣味は？』という設問の回答欄に『ジム通い』『レストラン巡り』とあった。

　それを見て部内の女子たちが「イケメンは趣味もイケメンだわぁ」と沸き立っていたのを葉月は思い出した。

（同じジムで見かけるなんて、近くに住んでるのかしら……）

　いずれにしても邪魔はされたくないだろうと、葉月は声をかけずにきびすを返した。

　シャワーを浴びて身繕いをし、ジムから出ると、そのままリフージョに向かう。

　従業員通用口から中に入り、更衣室で『ハル』に変身する。明人から教わったメイクももう慣れたものだ。さほど時間もかからない。

「おはようございま～す」

　フロアに出ると、すでに店長と明人が開店準備を始めていた。

「おー、お疲れ、ハル」

「ハル、看板出してきちゃっていいわよ」

「はーい」

『本日のおすすめ』が明人の字で書かれた立て看板。それを外に出せば開店の合図だ。葉月は入口の脇に看板を立てた。

　それから五分も経たない内に、一人目の客がやって来る。

「こんばんは～。お、今日はハルちゃんの登板日だね」

「須々木すずきさん、お久しぶりです」

　須々木はリフージョの近くで会計事務所を経営している、初老の男性。十日に一度は顔を見せてくれる常連だ。おしぼりを出すと、スプリッツァーと唐揚げをオーダーしてきた。

　それから一人、また一人と客が増えていき、店内は半分くらい埋まった。

　そして開店して一時間ほど経った頃、扉がそっと開く。

「いら……っ、しゃい、ま、せ……」

　背の高い男性が入ってきた。その顔を見た瞬間、葉月の身体がビクリと震えた。

（うっそ……）

　そこにいたのは、紛うことなき藤森だった。いつものスーツ姿とも、ついさっき見たトレーニングウェアとも違う、おしゃれなカジュアルスタイルだった。

　思わず顔を逸らしてしまう。

（まずい……これは、まずい……）

　会社の人間で唯一『ハル』の存在を知っているのが一湖だが、彼女に正体が知れてしまったのは偶然だった。

　学生時代の友人と、たまたまリフージョに客としてやってきた彼女は「……葉月じゃない？」と、秒で気づいてしまった。

　彼女曰く「毎日毎日間近で顔を見てるんだし、声だって聞いてるんだから、分かるわよ」だそうだ。

　何年も友人としてつきあっている一湖だからバレてしまったわけで、ほんの数回会話を交わしただけの、新任課長に見破られるとは思わないが……。

「わ……めっちゃカッコいい……」

「一人かな？」

　テーブル席にいる女性の二人組が、藤森を見て目をハートにしている。しかし彼は送られた秋波を気に留めることなく、迷わずカウンター席を選んだ。

「すみません、こちらの席は大丈夫ですか？」

　こういったバーのカウンターは、常連のために空けていることも多い。それを知ってるのか、彼は葉月に向かって控えめに尋ねてきた。

（平常心、平常心）

　葉月はにっこりと笑い、メニューとおしぼりを藤森に差し出した。

「えぇ、どうぞ。……いらっしゃいませ。初めて……でいらっしゃいますか？」

「分かりますか？」

「店内に入られたときの様子で、なんとなく分かるものなんですよ」

　そっと開いた扉の向こう側から用心深げに顔を出し、店内の雰囲気が自分に合うかどうか目で検分する。こういったクローズドな店ではよくある行動だ。

　藤森はなるほどとうなずき、メニューに目を落とした。しかしすぐに顔を上げ、おずおずといった様子で葉月に尋ねた。

「あの」

「……はい？」

　かしこまった風に聞いてくるので、葉月は思わず身構えてしまう。

（もしかして、バレ……）

　ドキドキしながら二の句を待っていると、藤森は照れたように続けた。

「皮つきポテトフライ、ありますか？」

「……あ、はい。ございますが」

　葉月の答えを聞いた彼は、ぱぁっと目を輝かせた。その表情を見て、彼女は目を丸くする。

（藤森課長……こんな顔もするんだ……）

「では、それを！　……あと、おすすめのカクテルをください」

「かしこまりました。……カクテルは、ジンリッキーにしましょうか。さっぱり辛口で、油物を召し上がる時にもよろしいかと」

（……あと、ジムに行ってたから、喉も渇いてるかも知れないしね）

　もちろん、これは言うつもりはない。やぶ蛇になるからだ。

　どうやら葉月だとバレてはいないようで、ホッとする。

「お任せします」

　オーダーを終えた藤森は安堵の表情で肩を下げた。そんなに緊張していたのかと、葉月はなんだか意外に思えた。

　それからカクテルを出し、その数分後に明人がポテトフライをサーブした。

「ありがとうございます。……いただきます」

　藤森はじっとポテトを見つめ、それからフォークでそれを口に運んだ。

「っ!!」

　彼は目を見開いた。その後、言葉も出さずに止まってしまったので、葉月は心配になる。

「あの……何か問題でも？」

「……いや、美味しさを噛みしめています」

「はい？」

「こちらのポテトフライ、絶品ですね！」

　藤森が目を輝かせて賞賛した。感動に打ち震えているようにすら見えるから、とても面白い。

（ポテトフライを食べて感動する人、初めて見た……）

　葉月は目を見張るが、すぐに冷静さを引き戻す。

「ありがとうございます」

「実は……こちらに伺ったのは、これが目当てだったんです」

「ポテトフライが、ですか？」

「――私、ジャガイモが好きなんです。特にフライドポテトの類いが大好物でして。あちこちのレストランやファーストフードやバーで食べ歩きをしているんですが、『食いログ』に、こちらのポテトフライが美味しいと書かれていて……それで」

　グルメレビューサイトを見て来た、と藤森が言う。

「そうなんですか」

「本当に美味しいです。この味、ただの塩こしょうとかではないですよね。独自のスパイス使ってらっしゃる？」

「配合は企業秘密ですが。アメリカから取り寄せたシーズニングをベースに、うちの調理担当が独自のスパイスをミックスして作っているんですよ」

　柴山が「食べ物が美味しいと、お酒も進むからね。お客様におかわりしてもらうには、フードにも手を抜いちゃダメだから」と言い、レシピなどを模索した結果だ。

　おかげでリフージョは、食事も美味しいと評判だったりする。

「なるほど……いや、揚げ具合といい、シーズニングの濃さといい、絶妙で実に美味いです。食いログに感謝しなくては」

「そこまで喜んでいただけるのでしたら、私どもも食いログに感謝しなくてはいけませんね」

　藤森がうなずきながら褒めちぎるので、葉月も嬉しくなり、頬が緩んでしまう。

「――すみません、ポテトフライ追加でお願いできますか？　あとカクテルも」

　そう言う藤森の皿はすでに空になりつつあった。

「本当にお好きなんですね、おいもが」

　葉月はクスクスと笑いながら、あごを掻く。

　二皿目のポテトフライと二杯目のカクテル、アンバサダーをサーブした葉月は「ごゆっくりどうぞ」と添える。

　それからしばらくは他の客の相手をしながら、カクテルを作っていた。

　時々藤森を見ると、満足げにポテトを食べている姿が目に入った。

（幸せそうに食べてる……）

　一通り客をさばいた後、藤森の元に戻ると、彼はにこやかに笑っていた。満足したのか、無駄な力が抜けた柔らかさをまとっている。

　会社では絶対に見かけない、雰囲気と顔だ。

「こちらのお店は、落ち着きますね。……とても居心地がいい。長居してしまいそうだ。店名のとおり、隠れ家みたいです」

「繁華街からは少し離れたところにありますしね。ここを好きでいてくださる方々のおかげで続いています」

　カウンターの中で雑用をこなしながら、葉月は笑う。

「カクテルも美味しいし、それにやはり、このポテトフライは絶品です」

「そんなにお気に召していただけました？」

「今までかなりの数のポテトフライを食べてきましたが、こちらのはトップファイブ……いや、スリーには入りますね。カリカリほくほくスパイシーで、いくらでも入ります。カリカリなのは、うっすら粉をはたいてらっしゃるからですよね。ごくごく薄いからジャガイモの邪魔にも、重たくもならないのがいい。でも一番はこのシーズニング。他にはない味です、間違いなく」

　こんなに楽しそうで饒舌な藤森は、会社では見たことない。職場でも決して寡黙ではないが、こんなに弾んだ話し方はまずしない。

　大して親しくもない葉月にも分かってしまうほど、会社での彼と今の彼は違う。

　意外すぎる姿に、葉月は親近感を覚えた。

　藤森もまた『違う顔を持つ人間』の一人なのだ、と。

「ごちそうさまでした。本当に、とても美味しかったです。……もちろん、カクテルも。……えっと……」

　会計を終えた藤森が満足げに笑った。

「『ハル』と申します。ありがとうございます。そうおっしゃっていただけると嬉しいです」

「私は藤森要と言います。また近い内に来ます」

　そう告げて、彼はリフージョを後にした。






　また近い内に――その言葉の通り、要は翌週末もやって来た。

　その間の一週間、会社で何度か顔を合わせた。そのたびに心臓が破裂しそうになったけれど、彼はハルの正体が葉月だとは気づいていないようでホッとした。

　要は職場でやたら機嫌がよかったらしく、一湖曰く「久しぶりに当たりのお店を見つけたんだって」だそうだ。

　それはきっとリフージョのことなのだろうと葉月は思ったのだが、やっぱりそうだと、今、来店した要の姿を見て確信した。

　彼は今日も、やはり皮つきポテトフライを二皿平らげた。

「やっぱりハルさんのカクテルとこちらのポテトフライは絶品です。僕の中ではすでに定番ですね」

　この日、彼の一人称が『私』から『僕』に変わった。

（よっぽどうちのポテトフライを気に入ってくれたのね。なんか嬉しいな）

　要の上機嫌ぶりに、葉月は自分もテンションが上がるのを感じていた。

　その翌週も要はやって来て――もちろん、ポテトフライとカクテルを注文した。柴山のはからいで、いつもとは違うフライをサーブしたところ、要はいたく感動していた。

「これもまた美味いなぁ。ガーリックとアンチョビの風味で酒が進みますね。ローズマリーと、ほんのりチーズも効いてる。あー……これのために生きてるかも知れないな、俺は」

　くぅ～、と唸る要の一人称がこの日、『僕』から『俺』に変わり、敬語も緩くなった。

「気に入っていただけて、店長も喜んでます。このポテトフライは藤森さん用の裏メニューということにしておきます、って」

「ほんとに？　それは嬉しいなぁ」

　カウンターのいつもの席に座った要が、ほんのりと目元を染めて喜びを表している。

　本当に嬉しそうな彼を見て、葉月も嬉しくなった。ポテトフライで子供のように目を輝かせる彼がとても可愛らしいのだ。
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　けれどその次の瞬間、その表情に翳りが差した。

「――俺、会社ではフライドポテト好きなのを公言していなくてね」

「そうなんですか？」

（確かに、公言してない……）

　社内では要がジャガイモ好きだという噂は一つも流れていないし、聞いたこともない。わざわざ言うことでもないのだろうが。

「以前、つきあっていた女性に伝えたことがあったんだけど……行く先々でフライドポテトを食べていたら、さすがに呆れられてしまって。それ以来、あまり人には言わないようにしているんだ。特に、会社関係者には」

「人にはいろいろ事情がありますからね……」

（すみません、会社関係者で……）

　葉月は申し訳ない気持ちで口元が引きつりそうになるのを、必死で堪える。

　自分は要のことを多少知っているが、彼は自分の正体を知らない。フェアではないと思うが、仕方がない。

「どうも俺は、お洒落なつまみ片手にワインを飲んでいるようなイメージがあるみたいでね。……本当は、イモとビールさえあれば幸せなのに。飲み会でも必死で我慢しているんだよ？　フライドポテトにがっつくのを」

「そうなんですね」

　確かに、会社の女子たちは要に対して、かなりお洒落な幻想を抱いているようだ。彼の私生活を想像で話しているのを聞いたことがある。

　そういう憧れにも似た妄想が、図らずも彼との距離を遠ざける要因となっているのは、なんとも言えない皮肉である。

「週二でジムにも通っているけど、それだって別に高尚な理由じゃない。思う存分、ジャガイモが食べたいからだし」

「身体を動かす理由なんて、どんなものでもいいと思いますよ？」

　葉月だって、ジムに通っているのはボディメイクのためなどではない。ほとんどはストレス解消のためだ。

「ごめんね、愚痴っぽくなってしまって。……どうも、ハルさんの前では口が軽くなってしまう」

「私でよければ伺いますよ」

（正体を秘密にしているお詫びに、なんでも聞きますから……！）

　葉月は心の中で要に手を合わせた。

「不思議だな……君にはなんでも話せてしまうんだ。そういう雰囲気を持っているんだろうね」

「ふふふ、よく言われます」

「君の言葉に甘えて、もう少しだけ吐き出させてもらおうかな……」

　要が目を伏せる。

「なんでもどうぞ。誰にバレることもありません」

　当然ながら、ここで耳にしたことは口外しない。それはこういう店の不文律だ。葉月も、今まで客の口から聞いてきた『愚痴』『秘密』は、何一つ漏らしたことはない。

「――俺は、とある企業の創業者一族の一員なんだ。俺自身は傍系ぼうけいだから、後を継ぐとか関係なしに気ままにやっているんだが……役員の中には、俺を将来の社長に担ぎ上げようとする動きもあって。俺にはそんな気、一ミリもないのに。あからさまに俺を押し立てようとしてくるから、うんざりしてるんだ」

「ご苦労なさってるんですね……」

　本人は「気ままにやっている」と言ってはいるが、彼が課長になってから第二広報課の仕事の質は確実に向上していて、それは隣の課の葉月から見ても目を見張るものがある。

　とは言っても、要は何もかもに完璧を求めるのではなく『八割のクオリティをスピーディに』が、モットーらしい。

『園田一族の一員』ということを差し引いても、有能には違いない。

「……ハイエナたちの神輿になるなんて、まっぴらごめんだ」

　要がボソリと呟いた。

（園田自動車うちの会社の規模なら、そういう社内抗争みたいなのがあってもおかしくないだろうなぁ……気の毒に）

　葉月は心の底から要に同情した。
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「宮永さん。志藤取締役がね、十一月号をもう一冊くれないか、だって。甲府にも予備あるよね？」

　広報誌の最新号が全国の事業所で配布された日は、あちこちから電話やメールが第三広報課に寄せられる。時々見つかる誤字脱字の指摘や意見・感想などが主だ。

　今も、課長の谷井たにいの元に電話があったようだ。例のサンフランシスコで撮影した写真を送ってきた取締役かららしい。

「あるはずです。向こうの総務の人にお願いしておきますね」

「うん、よろしくー。なんかね、思いのほかあの写真とインタビューが気に入ったみたいで、一部保存版にしたいんだって。甲府総務に言ってくれればいいのに、何故か僕に連絡来てさ」

　谷井は、あはははーと笑いながら、ＰＣのキーボードを叩く。彼はいつも飄々としていて、つかみどころのない雰囲気をまとっている。バツイチ独身だが、仕事はきっちりこなす人格者だ。

「気に入っていただけたなら、よかったです。……ね、弓島さん」

「ほんとですよ～。これで文句言われたら、私、志藤取締役呪います」

　比佐子が鼻息荒く言い放った。

「まぁまぁ、苦労が報われたということで」

「そういうことにしときますかー。……あ、そうだ、宮永さん。うちの姉、ノスバーガーの本部で働いてるんですけど、クーポンブック貰ったんですよ。割引じゃなくて、ハンバーガーとかが無料になる系のやつ。よかったらいりません？」

　比佐子が椅子ごとつつつ……と葉月に寄ってきて、耳元で尋ねた。

「いいの？」

「いつも宮永さんにはお世話になってるんで。何冊か渡すので、ご家族とかにもどうぞ」

　にっこりと笑い、彼女がクーポンブックとフライヤーが入った封筒を葉月に渡した。

「ありがとう、嬉しい」

　ちょうどその時、昼休みを告げるチャイムが鳴った。葉月は比佐子からもらった封筒を覗いてみる。

　クーポンをこれみよがしに眺めるのも悪いので、フライヤーだけ見てみる。そこには、新商品の情報が載っていた。

（……あ）

　葉月は紙面のとある部分に目を留めた。

「期間限定、三種のソースつきフライドポテト……」

　それは従来のフライドポテトに、ベルギー風サムライソース、タイ風スイートチリソース、アメリカ風バッファローソースの三種類のソースがついているものだった。

　二日後から店頭で販売する、と記載されている。

　葉月はクーポンブックをこっそりと取り出し、誰にも見られないよう、めくっていく。

（……あった、ポテトのクーポン）

　次に葉月はパーティションの向こう側――第二広報課を覗いた。昼休みになり、従業員はほとんどが社食に向かっていて、課内は人気ひとけがなかった。

　彼女はクーポンとフライヤーをクリアファイルに挟んだ。そしてそれにプラスして、自席にあった適当なレジュメを手にして早足で隣へ向かう。

　仕事の書類を持っていくんですよー、という体で、要の席へ来ると、チラチラと辺りを見回し、サッとクリアファイルを置いておく。

（私からだとは気づかないよね、きっと）

　そう願いつつ、すぐに二課を離れた。

　それから一湖が待っているであろう社食へ向かい、食事を済ませて部署へ帰ってくる。

　帰り際、二課を横目で覗くと、要が例のフライヤーを両手で握りしめ、凝視していた。その瞳は喜びを捩じ伏せているようだが、抑えきれない輝きが滲み出ていた。

　葉月は思わず顔を逸らして、クスクスと笑ってしまった。

（嬉しそう……なんか可愛い）

　内心は両手を挙げて喜んでいるであろう要の姿を想像し、彼女も嬉しくなった。

「……宮永さん、なんだか楽しそうですね。今、完全にスキップしてましたよ？」

「……え？」

　部署に戻ると、比佐子が目を丸くしていた。葉月が会社でスキップ姿を披露するなんて、初めての出来事だからだ。

　しかも、当の本人はそれに気づいていなかった。無意識に足取りが軽くなっていたらしい。

（ひー！　会社でスキップとか、めちゃくちゃ恥ずかしい……！）

　葉月の顔がかぁっと赤くなる。こんな表情も、会社で見せるのは珍しい。

「あはは、珍しく宮永さんが真っ赤になってる！　可愛い～。……何かいいことでもあったんですか？」

「あー……ほら！　比佐子ちゃんからたくさんクーポンもらったから！　使うの楽しみだなーって思って！　ほんと、ありがとう！」

「……マジですか。宮永さんって、意外とジャンクフード好きな人ですか？」

「う、うん！　好き好き！」

　しどろもどろになりつつも、なんとかごまかした葉月は、そそくさと自席へ座ったのだった。
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　その週末の土曜日、いつものようにリフージョのカウンターに立つ。すると常連とまではいかないが、数回来店したことのある男性客がやって来た。

　その時点ですでに酔っていたようで、カウンターに寄りかかるように座り、ハルにちょっかいを出してきた。

「ねぇ～、ハルちゃん。仕事の後、俺と飲みに行こうよぉ～」

「花巻はなまきさん、もうだいぶお飲みになってらっしゃるようなので……今日はもう、この辺になさった方が……」

「だーいじょうぶ！　俺強いから！　だからさぁ、ハルちゃん、つきあってよ！」

　花巻は手を伸ばして、ハルの手を握った。正直、気持ち悪いと思いつつ、あまりことを荒立てるのもしたくはないので、思いきり振り払ったりはしない。

（えー……この人、彼女いるって言ってたよね、確か）

　ハルは内心げんなりしながら、握られた手をさりげなく外した。

「そういうことは、おつきあいされている女性におっしゃっては……？」

「彼女には黙ってれば平気だからぁ～。な？　いいだろ？」

　再び手を握られそうになって、思わず引っ込める。その時――

「いい加減にされては？　ここはそういうお店ではないはずですよ」

　花巻の手首を、別な男の手が握った。

　要だった。

「なんだよ、おまえ」

「ですから、女性との時間を過ごされたいのなら、専門のお店へどうぞ、と言っているんですよ。リフージョはキャバクラじゃないんですから。……ね？」

　そう言い放った要は、それはそれは冷たい目をしていた。元々がクールビューティなので、睨みつければ迫力は段違いだ。

　腕を掴まれた花巻は、要の表情にたじろいだ。気を削がれたのか、テンションを下げ、手を振り払った。

「……分かったよ！」

　花巻は千円札を二枚ほど抜き、カウンターに叩きつけるように置いた。そして、他の客の冷めた視線から逃れるように、そそくさと店を後にした。

「……ああいう人、結構いるの？」

　やれやれといった様子で、要が葉月に尋ねる。

「以前はいましたけど。最近はほとんどなかったんですが……」

　こんな風に酔った男性客から言い寄られたのは、一度や二度ではない。都度丁重にお断りしていたら、自然といなすのが上手くなった。そうしている内に、ハルには言い寄らないのがこの店の暗黙の了解になっていたのだが――。

（久しぶりに来たなぁ、こういうの）

　苦笑いをする葉月に、要がおどけて言う。

「……ハルさん、すごく美人だから。ちょっかい出したくなる男がいるのも、分からないでもないよ」

（……っ）

　刹那、葉月の心臓が跳ね上がる。要に容姿を褒めてもらえるなんて、思ってもみなかったからだ。

　花巻に絡まれていた時、要の顔を見てホッとした。その安堵と一緒に、嬉しく思う気持ちも湧いてきた。

　誰にも告げたことはないが、こうして要が足繁く通ってくれるのが、楽しみになっている自分がいる。

　隣の課とはいえ、同じ部の上司に、こんな気持ちを抱いてはいけないと頭で自戒するけれど、心の底ではゆっくりと、温かくて豊かな想いが育まれているのを、自分では止められなくて。

　今も、助けてくれたことでまた大きく育ってしまった。

（だめだから。冷静になれ、葉月……！）

　ハルが葉月に命令する。彼女は細く長い息を吐き、そして笑った。

「……お上手ですね、藤森さんは」

「ははは、本心だよ。……ところで、いつものをお願いしようかな」

　先ほどとは一八〇度違う、楽しそうに声を弾ませた要が、いつものようにポテトフライをオーダーする。

「昨日、久しぶりにファーストフードに行ってね、フライドポテトを頼んだんだ。新商品だったんだけど、ソースが三種類もついていてね。なかなか美味しかった」

　一瞬、葉月はドキリとする。けれどそれを顔には出さず、つとめて冷静に対応した。

「それって、ノスバーガーのポテトですよね。私もこの間いただきましたよ。美味しかったです」

「でもやっぱり、こちらの皮つきポテトフライの方が美味しいけど」

「ありがとうございます、嬉しいです」

　カクテルとポテトフライをサーブすると、要はやっぱり楽しそうにそれを食べ始める。

「うん、美味い」

「藤森さんがとても美味しそうに召し上がってくださるので、店長も作り甲斐があると申しております」

「何度も言うけど、本当に美味しいからね。飽きないよ」

　それからしばらくは他の客の対応に忙しくしていたが、一段落した頃、要に声をかけられた。

「ハルさん、実は、今日来たのは、折り入ってお願いがあったからなんだ」

「なんですか？」

「さっきみたいなことがあった後で、頼みづらいんだけど……」

　さっきみたいなことというのは、葉月が絡まれた件だろう。どこか決まりが悪そうに、要が視線を上方で泳がせる。

「おっしゃってみてください。藤森さんにはごひいきにしていただいているので、内容によっては考えなくもないです」

　葉月が話の続きを促すと、要は大きく息を吸い、そして切り出した。

「実は……今度うちに職場の人を招待して、ホームパーティをする予定なんだ。せっかくだから、カクテルパーティにしたいな、って思ってて。それで……ハルさんに、カクテルについて教えてもらいたいんだ。揃えなきゃいけない材料とか、作り方とか」

「え……」

　思いがけないお願いに、さすがの葉月も驚きを隠せない。

「基本的には、カクテルはセルフサービスにするつもりだけど、ホストの俺も、一応格好だけでも作れるようにしておかないと。もちろんお礼もするし、都合はハルさんに合わせる。……っと、今さらだけど、俺はこういう者です」

　要は慌てながら、財布から名刺を抜き取り、葉月に差し出した。

　葉月はそれを恭しく受け取った。

「藤森さん、園田自動車……に、お勤めなんですね」

（しらじらしいなー……私ってば）

　演技とすら言えない下手な台詞回しだ。口元を若干引きつらせながら、葉月は記載された文言を読み込む振りをする。

　見慣れた名刺だし、なんなら自分も持っている。これをもらわなくても、彼がどこの誰かはもちろん知っている。

　けれどここで何の反応もしなければ怪しまれそうなので、いかにも「今知りましたー」風を装う。

「個人的なお願いをするのに、まずは俺の身元を明かさないと話にならないだろう？　なんなら、運転免許証も見せるけど」

「いえいえ、結構です。……私でよければ、お教えしますけど、週末ですと昼間しかここは使えないです」

「あー、いや、お店の材料や道具を使わせてもらうのは申し訳ないから、一式揃えて、それからうちで教えてもらう、というのはどうだろう？」

　要は葉月の顔色をうかがうように、おずおずと提案してくる。

「あー……はい、かまいませんが」

「来週の土曜日か日曜日、もし予定がなければ、道具を揃えるのにつきあってもらえないかな。ハルさんの行きつけのショップとかあれば、そこで買うつもり」

「え……」

（今気づいたけど、それって、リフージョの外で会う、ということ……だよね）

「俺のこと、信用できない……かな？　さっきのこともあるし」

「そんなことはないです！　……でも」

　花巻と要はまったく違う。彼のことは信頼しているし、好意もある。

　けれど――店員と客、という関係から一歩踏み出してしまうと、正体がバレる可能性もそれだけ高くなってしまう。

（どうしよう……ううん、今まで大丈夫だったんだから、平気だよね）

「ハルさん？」

「え？　……あ、はい、分かりました。来週の日曜日ならリフージョもお休みなので大丈夫、だと思います」

「よかった！　じゃあ、日曜日に。名刺の裏に、俺のプライベートの連絡先を書いておいたので、近々連絡くれると助かるよ」

「はい」

　要は嬉しそうに告げると会計を済ませ、リフージョの扉を押して出て行った。

「あらぁ……藤森ちゃんったら、『ハル』のこと狙ってるのかしら」

　明人が寄って来て、ぼそりと耳打ちした。

「そ、そんなわけないでしょ？」

「しーかーも！　ハルも憎からず思ってるわけね」

「えっ」

　明人の口から紡がれた思いがけない台詞に、変な声が出た。

「今までどんな男に誘われても靡かなかったのに、藤森ちゃんとは出かけちゃうんでしょ？　しかも彼がサラッと自分ちに誘ってきたのに、ハルったら普通にＯＫしちゃってるしー」

「あ、そういえば……」

　確かにサラリと「うちで教えてもらう」と言っていた気がする。

　要が自分の身元を明らかにしてくれたのに、葉月自身は彼に名乗れない後ろめたさと申し訳なさでいっぱいだった。

　だからその部分を深く考えもせずに、了解してしまったのだ。

　明人にそう告げると、彼のすっきりとした切れ長の瞳が、何かを見透かすように細められた。

「藤森ちゃんに申し訳ないから、ねぇ……。ほんとにそれだけ？」

　明人は要ほどではないものの、スラリと背が高く、細身の美人だ。葉月が幼い頃からリフージョで働いているので、兄弟のいない彼女にとっては、兄姉のような存在だったりする。

「え？　何が？」

「なんでもなーい。一旦ＯＫしたなら、ちゃんと教えてあげなさいよ？　それに、正体バレたくないならしっかりメイクしていきなさいね、葉月」

「分かってますー」

　葉月は肩をすくめた。

「ま、もしもバレて、会社にいられなくなったら、こっちを本業にしたらいいじゃない。美人バーテンダーと美人ウェイターで話題になるわよ」

　明人が葉月の頭を優しく撫でた。






「はー、お父さんがスマホを三台も持っててくれて助かったぁ」

　葉月は部屋でため息混じりに呟いた。

　要から連絡先をもらい、いざメッセージを送ろうと思った瞬間、ハッと気づいた。

「やばい……自分のスマホで送ったら、宮永葉月だってバレちゃうじゃない」

　今になって気づくとは馬鹿だった。

　葉月と要はスマートフォンでのやりとりはしたことがない。つまりプライベートの連絡先は交換していない。だから自分のスマホで連絡してもしばらくは大丈夫だろうが、いずれはバレてしまうだろう。それが怖い。

　どうしようかと思案し、その時家にいた父に相談したのだ。

『リフージョのお客さんと連絡取らなきゃならないんだけど、葉月だってバレたくないからどうしたらいい？』

　そう告げれば、父がほとんど使っていないスマートフォンを貸してくれた。仕事で従業員に持たせていたものだが、つい先日退職したので、解約しようと思っていた矢先の相談だったそうだ。

　それを借り、メッセージアプリをダウンロードし、設定した。名前は『ハル』にした。アイコンはおしゃれなお酒の瓶の写真だ。

　そうしてようやく要のＩＤに連絡を入れた。

　お昼に待ち合わせをし、まずは材料を一通り揃えることにする。

「日曜日はハルモードで行かなきゃ」

　葉月は化粧道具一式を改めて確認し、ハルモードの服はどれがいいか、ワードローブをチェックした。

「はぁ……なんだかドキドキする」

　その日の夜は、なんだか寝つけなかった。






「谷井課長、次の巻頭インタビューの堺さかい取締役、写真はストック内お任せでいいそうです」

「了解です。宮永さんに任せるよ」

　葉月は立ち上がり、同じフロアにある広報部の保管庫へ向かった。そこには過去の広報誌のバックナンバーから元原稿、写真の入ったメディアなどが保管されている。鍵がかけられてはいるが、ＩＤカードがあれば誰でも入室できる。

　葉月は解錠し、ドアを開いた。その途端――

「――すから、私はそういうことには、一切興味がないと申し上げたはずです」

「そんなこと言わずに。君のような有能な男こそ、園田の上に立つべきなんだよ」

　保管庫の奥から、男性二人が言い争い……とまではいかないが、片方の男が嫌がる男を説得している、といった様子だ。

　葉月は、二人の声に聞き覚えがあった。

「私なんかが出しゃばれば、本家が黙ってないですよ」

「元を辿れば、君だって本家筋じゃないか。会長の孫だろう？」

「母はもう婚家の人間なので、傍系に過ぎません」

「君だって、そういう下心があるから、この会社に入ったんじゃないのか？」

「それとこれとは、話が別です。この会社は好きですが、上に立ちたいとは思っていません」

（これ……藤森課長と……西崎にしざき本部長の声……？）

　まずいところへ出くわしてしまったと、葉月はそっとドアを閉めた。

　ドアから少し離れたところの壁に背中をつけ、ほぅ、と息をつく。

（これって……前に藤森課長が話してたアレ、だよね……）

　以前要がリフージョで吐き出していた『後継者争い』の一幕が、まさに葉月の目の前で繰り広げられていた。

「なんだかお気の毒……」

　葉月はぽつりと呟いた。

　酒の席で話を大きく膨らませて話す人を何人も見てきたけれど、要の言っていたことは誇張でもなんでもなく、本当のことだった。

　本人が望んでもいないのに、勝手に後継者候補として扱われてしまうのは、さぞ息苦しいだろう。

　葉月は要に心の底から同情した。

「……！」

　その時、保管庫の扉がガチャリと開いた。葉月は慌ててさらに距離を取った。ドアを閉めた後、すぐにその場から立ち去ればよかったのだろうが、そこまで気が回らずに留まってしまった。

（気がつきませんように……）

　そう願って背中を見せて気配を殺す。背後で一人の足音が遠ざかっていくのが聞こえた。その後――

「あれ？　宮永さん……かな？」

　思わずビクリとする。おずおずと振り返ると、要が不思議そうな表情で立っていた。

「あ……藤森、課長」

「保管庫に用事？」

「あー……はい、社内報の資料を」

　いろいろな意味で目を合わせづらい葉月は、伏し目がちにうなずいた。その様子を見て察したのだろう、要は眉尻を下げて肩をすくめた。

「もしかして……さっきの話、聞いてしまったかな？」

「……」

　葉月はなんと答えたらいいのか分からなくて、うつむいたままだ。沈黙は肯定と受け取ったのか、要はクスリと笑う。

「嫌な話を聞かせてしまったね、申し訳ない」

「……いえ、大丈夫です。何も聞いていませんし、見ていません」

「そういうスタンスでいてくれるのは、とても助かるよ」

「……誰にでも、秘密はありますし」

　葉月が言うと、要は一瞬目を丸くし、そして小首を傾げて聞いてきた。

「――宮永さんにも？　秘密があるの？」

　探るような口調に図らずもドキリとしたが、あくまでも平静を装う。少しの間の後、葉月は口元を緩ませた。

「誰にでも、という言葉どおりですよ」

　わずかに目を逸らせたまま葉月はあごを掻き、小さく答えた。

「……そうか。じゃあ、宮永さんの秘密も教えてもらおうかな？　私の秘密だけ知られてるなんて、不公平だからね」

「え……」

　驚く葉月に、要はクスクスと肩を揺らして笑う。

「冗談だよ、冗談。……何も聞かないでいてくれて、ありがとう。優しいね、宮永さん」

「いえ、本当に何も聞いていませんので」

「さすがは……宮永さん。もしよかったら、これどうぞ」

　そう言って要が手にしていた平たい紙袋を差し出した。

「？　なんでしょう」

「今日来たメディアの人からいただいたんだけど、使って」

　袋の中を覗くと、文房具――ボールペンにノートに、付箋紙が入っていた。メディアのイメージであるゆるキャラが印刷された、パステルカラーの可愛らしい商品だ。

「わぁ可愛い……確かに、藤森課長が使うには……ファンシーすぎるかもですね」

「私もそう思う。だから、宮永さんに。君ならこういう可愛いのも似合うだろう」

　サラッと紡がれた台詞に、葉月の頬がほんのり染まる。

「っ。あ、ありがとうございます。……早速、会社で使わせてもらいます」

「それじゃ」

　キリリとした面差しを優しく緩め、要は手を軽く振って去って行った。

（……もう、ああいうことを普通に言っちゃうんだから）

　リフージョでも、躊躇うことなく『ハル』に美人だのなんだのと言っていた人だ。元々、息をするように女性を褒められるのだろう。

　ドキドキと胸が高鳴っているのは、きっと気のせいだろう――葉月は頭をふるふると振る。

（それにしても……頻繁にあんな風に後継者として担ぎ上げられそうになってるのかしら）

　後継者として望まれる立場になどなったことがないので、彼の心中を察するなんてできない。けれど、なんとなく同情してしまった。

「……私に同情されても、困るだろうけど」

　ぽつりとそんなことを呟きながら、葉月は保管庫の扉を開いた。

















第三章「カクテルの手ほどきカンペキです！」












「ベースになるお酒はジン、ウォッカ、テキーラ、それにリキュール一本あれば家で嗜まれる分にはこと足りると思いますが、個人的にはそれにホワイトラムとワインは入れたいです。リキュールも、ホワイトキュラソーが使い勝手がいいですが、カシス、カルーアもあればなおよしです」

　二人は要の車で、都内のショッピングモールに来ていた。葉月の行きつけで、カクテルに関するものがここですべて揃うのだ。

「なるほど……」

「割材わりざいは、トニックウォーター、レモン、グレープフルーツ、オレンジのジュース、あとは牛乳があればいいですね。お店なら割材の他にデコレーションや香りづけなんかも必要ですけど、家飲みなら必要ないと思います」

「ワインは俺の家に何本かあるから、それを出そう」

　酒類の後は、グラスを揃えた。カクテルグラスとタンブラーを招待客の人数分＋αで、要はなんの躊躇もなく買ってしまう。その思いきりのよさに葉月は舌を巻くが、口出しするつもりは毛頭ない。

「カクテルセットはおいくつ買います？」

　シェイカーやメジャーカップなどが一式揃ったセットが売っている。それを買えば、ほとんどのカクテルを作るのには困らない。

　でも要の想定しているパーティでは、セルフでカクテルを作るということなので、一セットでは渋滞が起きてしまうだろう。それが不安要素だと告げると、要はうんうん、とうなずいた。

「そうだね……三セットあればいいんじゃないかな」

「じゃあ、そうしましょうか」

　要は葉月のアドバイスをすんなりとすべて受け入れ、言われるがままにカクテルセットを三つ購入した。

　そうして、ジュースや果物以外の材料を買い終えた二人は、彼の車に戻ってくる。

「大荷物ですね」

「そうだね。ハルさんが推してくれたものは、全部欲しくなってしまうからなぁ」

「もしかして藤森さん、衝動買いとかしちゃうタイプですか？」

「うーん、そうかも知れない。普段あまり無駄遣いしないけど、自分の好みに刺さると躊躇なく買ってしまうな」

　要は、はははと笑いながら、車のエンジンをかけた。

「……あ、そうだ。藤森さん、私からの提案なんですが。カクテルをセルフで作ってもらうなら、材料に合わせた簡単なレシピを置いておくのはどうですか？　それがあれば、いろんなカクテルを自分で作って楽しめると思います」

「いいね！　それ採用」

　要が弾んだ声で答えた。

「それで……私、カクテルのレシピ表を作ってきたんです。もしよかったら印刷して使ってください」

　そう言って葉月はバッグからＵＳＢメモリを取り出し、要に渡す。彼は目を丸くしてそれを受け取った。

「え……もしかして、俺のために作ってくれたの？」

「実は、少しずつ作っておいたものを手直ししただけなので、それほど手間はかかってないんです。私も友達と家飲みする時に、使おうと思ってて」

　それは各種カクテルの姿写真、使う材料と分量、作り方、アルコール度数などを記載し、ベースの種類ごとに載せたものだ。我ながら見やすいレシピ表ができたと思う。

「わ……嬉しいな。ハルさんは、本当によく気が利く女性ひとだね。これは助かるよ」

　要がぱぁっと見せた笑顔が眩しくて、葉月の心臓はまたもやドキッとした。こんな顔、会社でもリフージョでも見たことがない。

「そんなこと……ないです」

「いや、君は本当にすごい。客のあしらい方も上手いし、聞き上手だし、カクテル作りも上手いし、それに何より……可愛い」

「え……」

　想像もしていなかった言葉に、葉月の頬が図らずも染まってしまう。

「顔が、とかじゃないよ。……あ、君はとても美人だからそれは置いといて。リフージョにいると、スキのない感じはするけど、ところどころの仕草とか表情とか、とても可愛いと思う。今もそうやってはにかんで……可愛いなぁ」

「もう……お世辞なんか言っても、何も出ませんからっ」

「ははは、本音なんだけどな」

（こういうこと、さらっと言っちゃうところ……）

　昨今、こういう発言はセクハラと取られがちだが、彼に言われたら女性はみんな喜びそうだ。実際、葉月も照れてしまった。

　これだからイケメンは得だなぁ……なんて、彼女は思う。

「それは置いといて。カクテルの作り方はどうします？」

「そうだった！　教えてもらわなきゃな。今日買った道具を使うのが楽しみだ」

　要がいつにない弾んだ声で言った。

　車は国道を走り、県内に戻る。そして以前葉月が彼を見かけたスポーツジムの隣に建っている、高層マンションへ着いた。

（藤森課長のお宅、ここだったんだ！）

　口にすることができない分、心の中で驚く。

「わ、すごく高い」

　いわゆるタワーマンションと呼ばれている建物だ。十数階で数えるのをやめてしまったので、何階建てか分からないけれど、とにかく高い。

「高層階は眺めはいいけど、移動が面倒だからね。僕は中層なんだ。……ごめんね、せっかく先生として来てもらったのに、最高の景色は見せてあげられなくて」

　申し訳なさげな要に、葉月は両手を振る。

「いえいえ、そんな。景色が目当てで伺うわけじゃないですし！　……それに、お礼ならリフージョの売り上げに貢献してくだされば、それでいいです」

「あははは、営業上手だなぁ、ハルさんは」

　要と手分けして荷物を持ち、エレベーターで十四階まで行く。彼の後についていき、部屋に通される。

（まさか、藤森課長のお宅にお邪魔することになるなんて……）

　葉月は背徳感を覚えてドキドキした。

「わぁ……素敵なお部屋ですね。シンプルだけどおしゃれで」

「そう？　……あ、ごめんね、女性に荷物持たせてしまって。適当なところに置いてもらえるかな」

　要は最初、自分だけで荷物の搬入をしようとしていた。しかしさすがに部屋とパーキングを何度も往復させるのは忍びなかったので、葉月も手伝うと申し出たのだ。

「キッチンに置きましょうか。使う前に一通り洗った方がいいと思いますし。キッチン、入って大丈夫ですか？」

　ＯＫの返事を待って、葉月は手にしていた紙袋を持ってキッチンへ入った。二人で手分けしてカクテルセットとグラスを洗った。

　そしてダイニングテーブルにすべてを運び、材料を並べた。

「タンブラーで混ぜるようなものは、私が教えなくてもできると思いますので、シェイカーを使うショートドリンクをメインにお教えしますね」

　そう言って葉月は、三つあるシェイカーの内の一つを手にする。彼女にならって、要も一つ取った。

「一番上の小さい蓋……トップって言うんですけど、それを取るとストレーナーがついてます。これは分かりやすく言えばこし器になります。なので、ストレーナーごと外してください」

「了解です」

「じゃあ……超定番のギムレットを作りましょうか。メジャーカップは、大きい方が45ml、小さい方が30mlなので、覚えておいてください」

　葉月はドライジンとライムジュース、それからシロップを二人の間に並べた。

「――材料をカップで量って、全部シェイカーに入れてください。……そして、蓋をきっちり閉めます」

　要は葉月が説明しながら作る様を興味深げに観察し、真似ている。

「なんだか楽しいね。こうやって自分でカクテル作るの」

「楽しんでいただければ嬉しいです。……藤森さんは右利きですね。じゃあ、右手の親指でトップを押さえて……そう。それから人差し指と小指でシェイカーのボディを挟むようにして、他の指を添えてください。左手は蓋が取れないように上下を挟む感じで……」

「こうかな？」

　葉月の手元をじっと見ながら、要は同じように持ってみせた。

「あまりぎゅっと持つと手の熱がシェイカーに伝わって、カクテルが温まってしまうので、手の平は押しつけないでくださいね」

「なるほど……」

　要に教えるために、葉月はゆっくりとした動作で手技を見せる。

「そして、その体勢でシェイカーを斜め上に突き出す。……胸元に戻す。今度は斜め下に突き出す。……胸元に戻す。……これを五回くらい繰り返します」

「お～、いつもリフージョで見るハルさんだ。かっこいいなぁ」

「私のことはいいですから、藤森さんやってみてください」

　葉月は照れながら、要にシェイクを促した。

　要は彼女に言われたとおり、シェイカーを振る。

「簡単そうで、なめらかに振るのは意外と難しいね。……パーティまでにしっかり練習しておかないとな」

「藤森さんなら上手くできると思いますから、頑張って！」

　そうして彼がシェイクを終えた頃、葉月はカクテルグラスを二つ並べた。

「トップだけを外して、そっと注いでくださいね」

「おぉ～、これは……きれいだし、美味そうだ」

　できあがったギムレットを横から眺める要は、子供のように目を輝かせた。フライドポテトを食べている時と同じ表情だ。

「もしソルティドッグなんかを作る場合は、グラスの縁をレモンで塗らして、お皿に敷いた塩の上で伏せて縁取ります。スノー・スタイル、って言うんですけど」

「へぇ～。ということは、レモンジュースはあるとして、塩とお皿も用意しておかなきゃだね。勉強になる。……ところでこれ、飲んでいい？」

　そう言ってカクテルを指差す要は、どこかそわそわわくわくしているようだ。

（なんだか可愛い……）

　葉月はクスリと笑ってうなずいた。

「いいですよ。いただきましょう」

　二人でグラスを掲げ、乾杯をした。

「うん、美味い。自分で言うのもなんだけど、よくできた」

「そうですね。初めてにしては手際がよかったと思います」

　ギムレットを一気に飲み干した要は、身を乗り出した。

「次は何を教えてくれる？」

「じゃあ……今、話に出たソルティドッグにしましょうか」

　葉月は買い物袋の中からレモンジュースを取り出して、テーブルに置いた。

「了解。じゃあ、塩とお皿、出してくる」

「あ、私、シェイカーとグラス洗いますけど、流し使っちゃっていいですか？」

　要がキッチンへ入ると、二つのシェイカーを手にした葉月が後に続いた。

「お願いできるかな。そこに洗剤とかあるから」

「分かりました」

　シンクの脇に置かれた洗剤とスポンジを使い、葉月は使用済みのグラスやシェイカーを洗い始める。

「ハルさんは礼儀正しい人だね。さっきはキッチンに入るのにも了解を得て、今もシンクを使うことに同じ質問をした」

「あ……そうですね。他人にキッチンに入られるの、嫌がる人もいますし。一応聞くようにはしてます。黙って入ったり使ったりしたら、藤森さんの彼女とかも嫌がるでしょう？」

　気まずげに尋ねる葉月に、要は苦笑いを返す。

「あはは、もし彼女がいたら、君一人をこの部屋に招いたりしないよ。俺だって、それくらいは心得てる」

（彼女……いないんだ）

　確かに会社でも、要が誰かとつきあっている、という話は聞いたことがない。それに、彼女がいるのにいないと嘘をつく男でもないと、葉月はなんとなく思った。

（私……どうしてホッとしてるんだろう）

　要の答えを聞いて、安堵の吐息を漏らす自分がいる。

　シェイカーを洗い終えるのと、要が塩を準備できたのはほぼ同時だった。

「ソルティドッグも楽しみだ」

　ほくほく顔で彼が言った。






　カクテルを自分で作ってみれば、意外と楽しかったようで、それから要は四杯ほど自分で作っていた。その内の一つは葉月がいただいたが、あとはすべて要が飲み干した。

　後片づけをした二人は、リビングのソファに座り、要が淹れてくれたコーヒーを楽しんでいた。

「藤森さん、もうすっかり慣れましたね、カクテル作り。あとはレシピを印刷して用意しておけばバッチリです」

「ありがとう、ハルさん。先生がいいからだよ」

　笑って言う要の声音には、ほんのりと酔いが回っているようだ。

「っていうか、前から思っていましたが、藤森さんって、案外お酒に弱いですか？」

　リフージョに来た時も、二杯ほど嗜んだ時点でほろ酔いになっていた気がする。

「ものすごく強いわけじゃないけど、弱くもないよ」

　要は目を優しげに細める。それにドキリとしてしまい、葉月は内心慌てて話題を逸らす。

「あの、藤森さん。実はカクテルって、花と同じように言葉がつけられているの、知ってました？」

「花言葉ならぬ、カクテル言葉？」

「えぇ。だからそういうのを知りながら飲んだりするのも、なかなか面白いんです。ちなみにさっきお渡ししたレシピ表に、カクテル言葉も載せておきましたから」

「さすがハルさん！　抜け目がないなぁ」

「お役に立てれば嬉しいです」

　これは心からの言葉だ。要の楽しそうな顔が見られただけでも、ハルとして頑張った甲斐がある。

「――あ、そうだ。ハルさん、これ」

　葉月の隣に、要が腰を下ろした。その手には百貨店の紙袋があり、彼はそれを彼女に差し出した。

「なんですか？」

「今日のお礼です。開けてみて」

「お礼だなんて……」

　そんなことを呟きながらも、断るのも悪いと思い、促されるままに紙袋を覗いてみると、包装された箱が入っていた。

　ラッピングを剥がした箱の上には、世界でも有名なグラスブランドの名前が記してある。

（もしかして……）

　中に何が入っているのか、うっすらと分かった気がしたが、黙したまま蓋を取った。

「わぁ……マティーニ・グラスですね」

　そのブランドのグラスは、一つ一つが職人のハンドメイドによって作られており、ガラスは薄く、そして脚がとても細いのが特徴だ。

　佇まいは繊細で美しく、光り輝いていた。

　グラスが六個収められたギフトボックスが、葉月の膝の上に置かれている。

「もしかしたらもう持っているかも知れないけど、グラスは消耗品だし、多めにあってもいいかな、と思って。これくらいしかお礼できなくてごめん」

「いえ！　……これ、とても高いですよね？　なんだかかえって気を遣わせてしまって、すみません。……でも、嬉しいです」

　値段に触れてしまうのは失礼かとも思ったのだが、一個何千円もするグラスなのだ。申し訳ない気持ちでいっぱいで、言わずにいられなかった。

「『ハルは客とはプライベートでは会わない』――明人さんだっけ？　彼が言ってたんだよ。そのポリシーを曲げてまで、俺につきあってくれたんだからね。これくらいはさせてもらわないと」

「そんな……私……こんな風にしてもらうようなことは……全然……」

　罪悪感が葉月の心をチクチクと刺す。未だに秘密を打ち明けられていないのだ。お礼なんてされる資格などない。そのことを謝罪することさえ叶わないのだから、心が痛んで仕方がない。

　申し訳なくて、思わずうつむいてしまう。

「……君は不思議な女性ひとだね。スマートに客をさばく器量を持ちながら、さっきや今みたいに、不器用な一面を垣間見せることもある。リフージョに立つ君は凜とした美しさで佇んでいるのに、時折見せる雰囲気は奥ゆかしくて可愛らしい。そこが君の魅力なんだろうね。……もっと違う顔も、あるのかな？」

「……っ」

　心臓が跳ねた。彼の放った言葉にもだが、それよりも――

（そんな風に、見られたら……）

　要は目を細めていた。アルコールのせいなのか、水飴を溶かし込んだようにとろりとした甘さを孕んで。

　彼にはそんなつもりはないのだろうけれど、それは確実に、葉月の心身を搦め取っていた。

「――もし、他にもあるなら、俺に見せてほしいな、違う顔」

（あぁ……もう……）

　内部に張り巡らされていた、『ハル』というガラスのバリアにヒビが入っていく。そしてそれは、音を立てて崩れて落ちて。

　彼を愛しいと思う気持ちが、完全に剥き出しになってしまった。

　今の彼女は、見た目は完璧な『ハル』だが、内面はもはや、ただの『宮永葉月』だ。リフージョにいる時のように、上手に取り繕えるはずもなく――

「ダメだよ、ハルさん。……そんな目で見られたら、男は誰でも勘違いしてしまうよ？」

　何もかもを見透かされるように顔を覗き込まれ、赤らんだ頬を隠すことでしか抗えない。

（好きです、藤森課長……好き）

　本当は口にしたい。要が好きだと伝えたいし、私は宮永葉月なのだと、真実を吐き出してしまいたい。けれど、できない。それをしてしまえば、嫌われ蔑まれてしまうに違いない。

　――すべてが、壊れてしまう。

　ならばせめて――

「キス……してください」

（……言っちゃった）

「キスしたら……フルネームを教えてくれる？　ハル」

　切れ長の瞳に滴るほどの色香を湛えて、要が囁いた。

「……それは、ダメです」

　今ならまだ引き返せる――これ以上踏み込んではいけないという危機感。

　今だけなら、一度きりなら――この人に身を委ねたいという劣情。

　この二つの感情が、葉月の中で猛烈にせめぎ合う――その時点で、もう完全に要に囚われている証拠だというのに。

「今の君はどこか落ち着きがないね。……余裕ない？」

「余裕なんて……」

　そもそも葉月は恋愛慣れなどしていない。過去につきあった彼氏は二人しかいなかったのだから。しかも身体の関係があったのは、二人目の彼氏だけだ。

　リフージョで働くようになってから、言い寄る男をいなすのは上手くなった。

　けれど、こんなシチュエーションは数年ぶりなのだ。

　狂おしいほど胸が疼いて、どうしようもない。

「こんな風に欲情してるのに恥ずかしがってるハルは、なかなか見られないね……可愛い」

　要がそっとくちびるを近づける。

（キスされる……）

　葉月は期待と緊張で身体を強張らせた。けれど彼はそこに触れるか触れないかの距離で留まっている。ほんのわずかに掠めたり、吐息を搦めてきたり――柔らかく、優しく、確実に焦らしているのが分かる。

（も……意地悪……っ）

　そのくちびるが、今すぐ欲しくてたまらない。

　心からの欲求が表情に出ていたのか、要が目を細めて笑った。

「……キスしてほしい？」

　葉月はこくこくとうなずいた。

「は、やく……っ」

　乞う瞳は、早くも色をたっぷりと溶かして潤んでいる。

「……おまたせ」

　要が色っぽく囁くと同時に――彼のくちびるが、葉月のそれに重なった。

　柔らかいけれど熱くて――浮かされそうだ。

　緩んだ口元から、もっと熱いものがぬるりと入ってきて、歯列を割り、口の中の粘膜をさらっていく。

　わずかに鼻腔を抜けるアルコールの匂いが、余計に気分を高揚させた。

「っ、ん……っ」

　葉月の心臓の鼓動が逸り始めるのと同時に、舌が搦からめ取られた。翻弄され、弄ばれて、口腔内の温度がどんどん上がっていく。

　口をみっちりと塞がれ、ことごとく呼気を奪われ、息が上がりそうだ。

　室内に粘着質な音が響き続けて、どれくらいの時が経っただろう。

　ようやくくちびるが解放されると、葉月は色づいた息をいくつもこぼした。

「――キス、したね。……ハルのお願いどおり」

「……っ」

　要のくちびるに、葉月がつけていた口紅の色がほんのりと移っている。自分でも分かっているのか、彼は親指でそこをきゅっと拭った。

　その仕草でさえ、たとえようもない色気にあふれていて、葉月の心臓を鷲掴みにしてくる。

　切なく見つめていると、要はふっと笑みをこぼした。

「……この後は、どうしたい？」

　少しだけ意地の悪さを覗かせた瞳が、心底憎たらしい。

「っ、ふ、じもりさん、酔ってます……？」

「……ほんの少しだけだよ」

　要がにっこりと笑う。

「……だから意地悪なんですね」

「意地悪？　この場面で、ちゃあんとハルの意思を尊重しようとしているんだから、俺ほど優しい男はいないと思うけど」

　拗ねる葉月に、要は肩をすくめて言った。

「……そういうとこ」

「あははは、ごめん。……ハルが可愛くて、つい」

　そう言って要は葉月の頬を撫でた。彼はクールな面差しをひたすら甘く緩めて、指先を頬からくちびるに移した。

　ゆっくりとそこを辿り、もう一度キスをする。ちゅ、ちゅ、と音を立てて何度もくちづけ、くちびるをつけたまま、再び尋ねた。

「……どうする？　ハル」

「もう……聞かないでください」

「嫌だって言わないなら、もう知らないよ……？　こんな風に誘われて、何もしないほど聖人君子じゃないんだ」

　要は三度みたびくちづけをした。

「……っ」

　今度のキスは、さらに遠慮がなかった。嬲るようなくちづけは、口の中のあらゆる部分を舐め尽くし、葉月の身体の芯に灯った火に燃料を注ぐ。二人の身体はもつれるように、ソファに倒れ込んだ。

　同時に、要の手が葉月の服にかかる。

（あぁ、もう……）

　トップスをするりと抜き取ろうとするのを、無意識に手伝おうと身動きしてしまう。それに気づいた時、葉月は抗う気持ちを捨てた。

　要は流れるような手つきで、彼女の服を剥ぐ。あっという間に下着だけになり、心許なくて身体を捩らせてしまう。そのすきに、彼は背中に手を差し入れ、ブラジャーのホックをぷつりと外した。

　うすいブルーのカップからこぼれ出た白いふくらみが、ふるん、と揺れる。

　丸い乳房を覆い隠すように、要はそっと手を置いて。柔らかいそこに指を埋め、ふにゅ、と揉む。

「ぁ……っ」

「マシュマロみたいで、触ってるこっちが気持ちいいよ」

　葉月が思わず声を上げると、要は反応と感触を楽しむように何度も双丘を押し揉んだ。そのたびに葉月の吐息が乱れていく。

　要の手が胸から離れ、ようやく解放されたかと思うと、今度は桃染色の天辺を指で弾いた。

「っ、あっ」

　葉月の肢体が軽く跳ねる。要はかまわずにそこを押し潰さんばかりに拉いで、舐めた。

「あ……っ、んんっ」

　胸の頂から微弱な電流が流れ込み、下腹部を苛んでくる。たまらずに両脚を擦り合わせていると、要の手が胸を離れ、くびれを辿り、ショーツに到達した。

　上縁をゆっくりとなぞった後、指先はそのまま布越しに秘裂を伝い、クロッチへ差しかかった。

「は……」

　熱い吐息を漏らす間に、要の指はクロッチの上を幾度も往復する。時折中心部を押すと、じゅ、と、布に影が落ちた。それは正しく、葉月のそこが濡れていることを伝えてくる。

「……いい反応だね」

　要は意味ありげに笑いながら、葉月の両脚を大きく広げた。片脚がソファから落ちるが、彼に押さえられているので、引き戻せない。

　彼はさっきと同じことを、何度も何度も繰り返してきた。葉月の溝をなぞり、押し、愛撫する。

　けれどいくらされても、布越しではそれほど強い快感は得られない。ショーツの中で中途半端に燻るだけだ。

「ぁ……もぅ……」

　あまりのもどかしさに、身体を何度も捩らせては訴えるけれど、要は知らんぷりでいたずらにショーツを汚してくる。

　葉月の胸の先端は相変わらず弄ばれ、芯を抱いて硬くなっていた。ふくらみは要にされるがままに形を変えている。

「あぁほら、すっかり濡れちゃってる。……もう、使いものにならないなぁ、これは」

　完全に色を変えてしまったクロッチ部分をぐりぐりと押しながら、要がいやらしく言い放つ。

　確かにそこは、不快になるほど濡れそぼっていた。

「や……っ、も、意地悪……っ」

　葉月は恨みがましく、目の前の男を睨めつける。

「はは、確かに意地悪だな、俺は。……じゃあ、優しくしようか」

　要はショーツの上縁から指をすっと差し入れ、そのままずらして葉月の脚から抜き取った。

「――なんだか少し重くなってるのは、気のせいかな？」

　ただの布の塊となったそれを、ひらひらと葉月の目の前で揺らすと、彼女はかぁっと頬を上気させた。

「っ！　や、さしくする、って……！」

「優しくするよ？　……これからね」

　ショーツをソファの下に落とした要が、ニヤリと笑った。そして、大きく広げられた腿の奥で潤びきった葉月の蜜溝を、指で撫で上げてきた。

「あぁっ」

　彼女の下半身がびくん、と跳ね上がる。ぐちゅぐちゅと淫らな水音を立てて表層を掻き混ぜられるたびに、彼女のくちびるから色づいた声がこぼれ落ちる。

「あんっ、あ、あぁっ」

「可愛い声……いつもスマートなハルとは思えないくらい、可愛くて、いやらしいな」

　ショーツの上から散々焦らされていた秘裂は、一気に注がれた愛撫に耐えきれず、瞬く間に絶頂へ駆け上がっていく。

「やっ、あ、も、い、ちゃ……っ、あぁっ」

　その喘ぎを聞いた要が、愛撫の指をわずかに強めたその刹那――

「んんーーっ」

　葉月の肢体が大きく跳ね、下腹部が何度も収縮した。

　しばらく続いた絶頂の波がようやく過ぎ去ったかと思うと、要が自身の濡れた指を舐めて、そして言った。

「ずいぶん早かったね、イクのが」

「ゃ……だ、って……っ」

　焦らされて、煽られて……自分でもまさか、ここまであっという間に到達するなんて、思ってもいなかった。

「……でも、これからだから」

　ニヤリと笑った要は、力の抜けきった葉月の脚を再び開く。さらには指で両襞を割り、そこに顔を埋めた。

「きゃあっ」

　未だ絶頂の余韻を残した蜜襞に、要の舌が差し入れられた途端、葉月は思わず悲鳴を上げてしまった。

「っ、あぁんっ、やっ、い、たばっか……っ」

　達したばかりで過敏になっているそこをねっとりと舐め上げられ、身体がガクガクと痙攣する。あふれた愛液をじゅるじゅると吸われ、溝の奥に舌を捩じ込まれて掘り起こされると、蜜口がきゅっと締まる。

「あっ、あぁ……っ」

　要の指が、襞の頂で秘されている花芯をそっと撫でた。葉月のそこは途端にひくん、と疼いてしまう。

　指は包皮ごと何度か弾いた後、柘榴のように赤く染まった粒をそっと剥き出し、舌の先で搦め取るように舐った。

「あぁん！　や、そこ……だ、めぇ……っ」

　強烈な快感が、葉月の全身を襲った。

　ビリビリと痺れるような感覚は、彼女の頭の先からつま先までを疾駆し、肉体を頂点へと押し上げる。

　快楽から逃げるのは許さないとばかりに、要は花芯への愛撫を絶え間なく注いでくる。

「……ハルはこんなところまできれいなんだな」

　合間にぽつりと呟かれたことで、葉月ははたと気づく。要の部屋は照明で煌々と照らされている。だから今、彼女の秘部は襞の奥までもが要の目に総天然色でもって晒されてしまっているのだ。

　みるみる間に、深緋こきひ色の羞恥心が葉月の全身を覆い尽くす。

「っ、やだ……っ、……電気、消して……っ」

「……今さら？　……電気を消しても、君の身体がどんな風になってるか、こと細かく説明できるのに？　……多分、君が自分で見たことない部分もだよ？」

　明かりを落とすなんて、もう意味はない――やれやれといった様子の彼の言葉が言外にそう伝えてくる。葉月は潤んだ瞳で要を睨めつける。

「……んと、藤森さん、意地悪……っ」

「大丈夫、ハルはどこもかしこも、信じられないくらいきれいだ」

　膣口を指でぐちぐちと馴らされ、秘芯は舐めほぐされる。後から後から湧き出す蜜液が、襞と内腿を伝ってソファの上に落ちていった。

「あぁん、ぁ、や……っ、は……っ」

　下腹部で奏でられる淫らな水音が、耳を打って止まない。

　こんなに濡れたことなど今までなくて。体内のありとあらゆる水分が、そこから流れ出してしまうのではないかと錯覚するほどだ。

「ハルの胎内なか、俺の指をすごい力できゅうきゅう締めつけてくる。これで俺のを入れたら、どうなるんだろう。……想像したらゾクゾクする。けど、少しだけ……怖いな」

　要がくっと喉の奥で笑いを殺す。

「……入れてみたら、どうですか？」

　拗ねた葉月が、ふい、と顔を背けて呟く。その顔は真っ赤に染まっている。顔だけではない、身躯すべてが上気しており、壮絶な色香を放っていた。

「……そうだね、そうしようか」

　瞳を甘く緩めて、要がうなずいた。刹那――

「あぁ！　……やっ、だ、め……っ！　あぁん！」

　濡れた肉筋の表層を、指が幾度も往復した。弱すぎず強すぎない、絶妙な加減で愛撫され、下腹部が引きつったようにせり上がる。

　さっき味わった大きな快感が、また目の前に迫ってきた。

「あ、ぁ、ふ、じもり、さ……っ、だ、め、いっちゃ……っ」

　次に花芯をじゅ、と吸われた瞬間――

「んんーー!!」

　先ほどよりもさらに大きく、葉月の身体が跳ね上がる。二度目の絶頂は、彼女の蜜口をことさら熱く震わせた。

　数呼吸の後、痙攣が止んだ葉月はソファの上にくったりと四肢を投げ出した。

「あぁ……ソファがすっかり濡れてしまったね。ベッドに行こうか？」

　そう問われ、葉月は力なくかぶりを振る。

（ベッドになんて行ったら……）

　抜け出せなくなってしまう――そう思う心が、ブレーキをかけた。

「……ここ、で、いいです、から……は、やく……っ」

「分かったよ……ほしがりさん。少し待ってて」

　要はふっと笑うと、一旦ソファから下りた。近くに置かれたキャビネットの引き出しから何かを取り出し、すぐに戻ってきた。

　葉月が力を失ってとろんとした目で追うと、彼の手には避妊具があった。

　急に生々しく思えて恥ずかしくなり、目を閉じてしまった。そのまま適当なことを考えて周囲の雑音をやりすごしていると、足首を軽く掴まれた。

「――ハル」

　名前を呼ばれて見ると、そこには瞳にたっぷりの情欲を溶かした要がいた。

「ふ、じもりさん……」

「ハルの中に入ってもいい？」

　優しく色っぽく問われ、葉月は一呼吸した後、こくん、とうなずいた。

　要が葉月の両脚をめいっぱい広げ、身体を滑り込ませる。彼女の秘裂にはひた、と熱くて硬い感触が宛がわれた。

「は……」

　葉月が息を吐くのと同時に、要は自身の屹立を彼女のそこへ捩じ込んだ。初めは蜜をまとわせるように表層を滑らせ、それを幾度か繰り返した後、つぷりと切っ先を蜜口に埋めた。

「あぁ……」

　熱杭は隘路のすべてを味わい尽くさんばかりに、ゆっくり進んでくる。

「……思ってたより、きついなぁ」

　要が眉尻を下げた。

「ん……」

　葉月の方もきつさをその身に感じていた。けれど、中は十分に潤っているので、痛さはない。

「……でも、すごくいい」

　要がそう囁くのと同時に、葉月の膣口に彼の腰骨がぴったりと重なった。

　胎内なかを支配する熱く重い質量で、内臓が押し上げられそうだ。けれどそれが気持ちよくて、思わず彼の身体に脚を絡ませてしまう。

「――やっぱりほしがりだね、君は」

　要がゆるゆると律動を始めた。

「あっ」

　その動きは緩やかではあるけれど、確実に葉月の膣内を擦り上げ、快感を与えてくる。

　要は彼女の上に身体を落とし、甘い吐息をこぼす葉月のくちびるにキスをした。

「んっ、ん……っ」

　雄芯を膣深くにぐっと押しつけて、ねちねちと奥で抽送を繰り返される。すごくいいのに、くちづけのせいで喘ぎ声が封じ込められている。それが、少し苦しい。

「んん……」

「……ハル、可愛いな」

　葉月のくちびるを解放した要が、甘ったるい声音で囁く。

「あ、あ、あっ、ん……っ」

　着衣のまま葉月を穿つ要のシャツが、胸のふくらみの先端に擦れる。そこは与えられる甘気を、余すことなく吸って芯を抱いている。

　要の手が葉月のそれを握っていて、そこからも快感が湧いてくる。全身が敏感になっていて、どこに触れられても気持ちがよくてたまらない。

　愛欲に濡れて揺れる瞳を向けると、要はくしゃりと顔を歪めた。

「……そんな表情かおされると、我慢できなくなるよ」

　彼は身体を起こし、強く深く葉月を突き貫いた。

「んんっ、あっ……だ、めぇ……っ」

　途端、全身が総毛立ち、葉月の滑らかな肢体がしなる。

　ベッドの上ではないので、肢位もどこか歪になってしまう。けれど、それがかえって葉月の感じる部分を刺激してきて、なんだか切なくなる。

　くちびるから零れ落ちる拒絶の言葉とは裏腹に、身体は正直で貪婪どんらんだ。奥を深く強く穿たれていても、もっともっと欲しいと訴えかける。葉月の脚は自然と大きく開いていき、片足はいつの間にか、ソファの背もたれに乗っていた。
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「あぁんっ、ゃっ、あぁっ、あ」

　ぱちゅん、じゅぷん、と、肉が肉を打って飛沫を立てる音が室内に響く。

「ハルのここ……ぐしょぐしょだな。俺の服も濡れてる」

「はぁっ、あぁっ、んっ、ぁっ」

　新しい愛液がどんどん滴ってきて、つながっている部分は濡れそぼってぬるぬるしている。けれどその感触が快感の呼び水となって、ますます葉月を昂ぶらせる。

　気持ちよくて、どうにかなってしまいそうだ。

「――あんっ、ゃ……っ、きもちぃ……っ」

「俺も……、すごく、いいよ……」

　吐息混じりの声で呟く要が、抉るように腰を叩きつけてくる。

「あぁ！　……ぁ、ま、た、いく……！」

　葉月が高い声を上げると、要が激しかった律動をふいに止める。

　頂を掴みかけた彼女の身体が、急速に凪の中に放り出された。快感の供給を塞き止められた全身が、寂寥せきりょう感を覚えて泣きそうになる。

「ぁ……ど……して……？」

「も、少し……つきあって？　まだハルの中を楽しみたい」

　要が緩く腰を動かし、葉月の膣内を辿る。散々育てられた快楽が燻っているそこが、中途半端な律動を受けてじくじくと疼く。

「あ……はぁ……、も、やっぱり……い、じわる……っ」

「はは……優しくする、って言ったのにな……。ハルが可愛いからつい、意地悪したくなる」

　さっきよりもほんのわずかに動きを速めた要が、苦笑いを見せた。

「――でも、ハルの中が気持ちよくて、もっともっと楽しみたいのは本当だよ」

　だから、ハルも俺の身体を楽しんで――要が耳元で囁いた。

「っ!!　……もう、藤森さん……っ」

　要がクスクスと笑いながら、葉月の首筋に吸いついた。ちゅ、ちゅ、と、何度もキスをする。

「ゃ……跡、つけないで……」

「……つけないよ」

　ゆるりと抽送を続けながら、要が葉月の耳の中を舐めた。

「あぁっ、そ、こ……っ」

　蜜襞から遠く離れている場所なのに、舐められると気が遠くなるほど気持ちがよくて……身体がひくんひくんと痙攣してしまう。

　耳朶を食まれたまま、強く膣口を穿たれれば、頭の中が真っ白になって、もう何も考えられなくなる。

　要の屹立が一定の節奏で胎内なかを行き来する。しかも確実に葉月が感じる角度で、だ。

　そんなことをされたらもう――

「うぅぅっ、あぁ……っ、き、ちゃう……っ」

「……もうイッちゃうの？　……仕方ないな」

　要の瞳の奥が鈍く光ると同時に、彼は葉月の両手をひとまとめにし、ソファのアームレストに押さえつけた。頭の上に両手を固定されて、まるで――

（縛られてるみたいで、なんか……っ）

　葉月の背筋に、ゾクゾクとしたものが駆け上がる。それが絶頂への後押しとなった。

　ガツガツと強く突かれ、ソファがギシギシと軋む。壊れてしまわないか心配になるが、そんな危惧は、強烈な快感の前では薄い紙のように軽く吹き飛ばされてしまう。

「あぁっ、や、だ……っ、そ、んな……っ、も、むりぃ……っ」

　要のスマートな見た目からは想像もできないほどの荒々しい律動に、葉月の胸のふくらみが無秩序に揺れる。

　貫かれるたびに、蜜の飛沫が跳ねてソファのあちこちに散っていく。

「い、く……っ、も、だめぇ……っ」

「ん……っ、いいよ……、一緒に、いこう」

　抽送と同時に、濡れた花芯を愛撫された瞬間――

「あぁっ、あっ、あぁ……っ、んんっ!!」

　ようやく達する許可を得た葉月の媚肉が、待ちかねたように大きく収縮する。要の雄芯をきゅうきゅうと食い締めながら、受け取ったすべての愛撫を快感へと昇華させて。

「……っ」

　彼の少し汗ばんだ顔が歪んだかと思うと、叩きつけるように腰を幾度か押しつけた。

　室内に二人の吐息が満ち、それが徐々に薄まった頃、葉月はくったりと意識を飛ばしてしまった。






「ん……」

　パチリとまぶたを開いた葉月は、パチパチと何度も目を瞬かせた。

（ここ……）

　一瞬、自分がどこにいるのかが分からなかったけれど、意識がはっきりし始めるのと同時に、何が起こったのかを思い出した。

（そ、そうだ、私、藤森課長と……！）

　何も身につけていない身体には、ブランケットがかけられていた。

　時計を見ると、まだそれほど経っていない。

「あれ、藤森か……藤森さん……は？」

　あちこち見回すが姿は見えない。けれど耳を澄ますと、遠くで水の音がする。どうやらシャワーを浴びているようだ。

　その音がやけにリアルで、葉月を急激に現実世界へと引き戻した。

（うわぁ……どうしよう。藤森課長としちゃったよ～）

　葉月は裸のまま、ソファの上で頭を抱えてしまう。……が、少しの間の後、がばりと顔を上げた。

「悩んでる暇なんてない。……帰ろう」

　このまま顔を合わせることなんて、とてもできそうにない。葉月はソファの下にたたまれていた服を急いで身にまとい、荷物をかき集めた。

　そして転がるように外にでてマンションのエントランスまで来たところで、スマートフォンを取り出した。

〝ご挨拶もせずにおいとまして、申し訳ありません。今日はありがとうございました〟

　そう文言を打ち、送信する。

「ありがとうございました、って、しちゃったことに対するお礼みたいになっちゃってる？」

　そんなことを思ったけれど、気にしている場合ではなかった。

　スマホの地図アプリを見ながら駅に向かい、電車に飛び乗る。バッグから鏡を出して覗いてみると、口紅は落ちていたけれど、その他のメイクはなんとか保てている。

（うん、大丈夫）

　鏡の中の『ハル』を見て、ホッと胸を撫で下ろした。明人のアドバイス通り、いつもよりもしっかりめにメイクしてきた甲斐があった。

「カラコンもしてるし、香水だっていつもと違うやつだし、バレてない……よね」

　葉月は自分に言い聞かせた。

　自宅に帰ると同時に、メッセージアプリをチェックすると、

〝急にいなくなるから驚きました。お礼のグラスを忘れていったようなので、もしよければ今度リフージョに届けますが、どうでしょう？〟

「……あ、そういえば」

　要からもらったマティーニグラスのセットを持って帰るのを、すっかり忘れていた。

　でも慌てて帰った体なのに、グラスだけはしっかりちゃっかり持っていくのもどうなんだろう――なんて思ったりもした。

〝慌てていたので、忘れてしまってすみませんでした。藤森さんのご迷惑でなければ、都合のいい時にでもお願いします〟

「本当は、私が取りに行かなきゃいけないよね……でも……」

　もう彼の部屋には行かない方がいいだろう。また感情が引っ張られて流されてしまうかも知れないから。

　彼とのセックスは今まで経験したことないほど、甘美で濃密で素敵だった。けれど――

「――あんなことは、これっきり」

　葉月は決意を噛みしめるように、口にした。

















第四章「失恋の覚悟もカンペキです！」












「おはようございますー」

「おはようございます、宮永さん。……どうしたんですか？　今日はまた一段とお化粧薄くないです？」

　比佐子に指摘され、葉月は苦笑する。

「あー……うん、ちょっと時間なくて」

　会社での葉月は元々薄化粧だが、今日はいつもにも増して薄い。すっぴんに近いかも知れない。

　昨日の『ハル』がきっちりメイクをしていたので、今日はこれくらい薄くすれば、万が一にも要にばったり出くわしたところで、バレたりしないだろう。

　念には念を入れて、昨日はシャンプーすらいつもと違うものにしたし、前髪はきっちり下ろしてメガネも存在感のあるタイプにした。

　家を出る前に鏡を見て「うん、昨日とはまったく別人！」と、映っている自分を褒めてきたくらいだ。

　とにかく『地味』な宮永葉月を演出するのに力を入れた。

　そして極力、二課に近づかないようにもする。

　自席で関係各所への連絡と、掲載する写真類の確認をしていると、谷井から呼ばれた。

「宮永さん、次々号で『自宅でできる簡単筋トレ』特集やるじゃない。それの体験者をそろそろ決めた方がいいと思うんだけど、宮永さんも誰か一人選別しておいてくれる？」

　今度、園田自動車が提携しているスポーツジムとコラボし、特集記事を組むことになった。インストラクターを会社に招いて自宅で気軽に行える筋トレを教わる、という企画だ。体験者にはコメントも寄せてもらうことになっている。

　それに参加する社員の選定に入るらしい。

「あーはい。じゃあ、誰か当たってみます」

（とりあえず一湖に頼んでみよう）

　葉月は安易にそんなことを考える。

「別にいいわよ」

　昼休み、いつものように一湖と食堂に行った時に聞いてみると、あっさりとＯＫしてくれた。

「いいの？」

「谷井課長がその企画、結構張り切ってて、毎号連載にしたいらしいじゃない。藤森課長から聞いたわ」

「……っ」

（今、その名前を聞くの、心臓に悪いなぁ……）

　顔には出さなかったけれど、内心ドキドキしてしまう。

「参加するしコメント掲載も引き受けてあげる。……その代わり、明後日の水曜日、祝日じゃない？　予定なければ空けておいて」

「空いてるけど……何かあるの？」

「つきあってほしいところがあるの。申込必要だから、後で連絡するね」

「分かった」

　食事を終えて部署に戻る時、一湖がふと立ち止まった。振り返ると、彼女は葉月の後頭部を凝視していた。

「……葉月」

「何？」

　目を意味ありげに細めた一湖が、葉月のうなじ――髪の生え際を指差す。そして小声で言った。

「これ……キスマーク、よね？」

「!!」

　思わずバッと、そこを手で隠してしまった。焦っているのが、一湖には丸分かりだろう。恐る恐る彼女の顔を見ると、当然ながらニヤニヤしていた。

「やだ……図星？　ま、ちょうど結んだ髪で隠れる位置だから、普通にしてれば見えないわよ」

　一湖はふふん、と笑いながら葉月の肩を突く。

「っ、いや、あの……」

「相手はだぁれ？　……なぁんて、今は聞かないけど。水曜日にでも聞かせてもらうから」

「べ、別に聞かせるようなことなんて……」

　もごもごと口籠もらせて頬を染める葉月を、一湖は未だニヤニヤしながら突いている。

　それにしても、いつの間にキスマークなどつけられてしまったのだろうか。まったく気づかなかった。

（跡はつけないで、って言ったのに……！）

　歯噛みするも、後の祭りだ。人に気づかれないよう、注意するしかない。

「とにかく、水曜日、空けておいてね。じゃ」

　部署まで戻ると、一湖がにやけ顔のまま手を振った。






「そういや、明日の予定ってなんだろう……？」

　火曜日の午後になって、ふと一湖から言われたことを思い出した。未だに彼女は何も言ってきていない。

　就業時間が過ぎた時、帰り支度を終えた一湖が葉月に手招きした。同様に帰り支度をして一緒に社屋を出る。

「一湖、明日って何があるの？」

「明日、藤森課長の家でホームパーティがあって、うちの課の人たちが招待されてるの。で、何人かキャンセルが出たから人数合わせで知ってる人なら連れてきていいよ、って言われたのよ。だから葉月を誘ったの」

「え……」

　葉月の心臓が跳ね上がる。よりにもよって、例のパーティに誘われてしまうとは。

「セルフカクテルパーティだから、さりげなく葉月の腕を振るえるじゃない？」

　一湖がふふふ、と笑う。

「わ、私、遠慮しておく」

　自ら彼の部屋に飛び込むようなまね、できるはずない。ボロを出さない自信がない。

「どうして？」

「だって……二課の人たちでしょ？　招待されてるの。私が行ったら申し訳ないし……」

「問題ないわよ。他の課の人も何人か来るみたいだし」

　葉月の心の内など知らない一湖が、なんでもない風に言う。

「で、でも……」

「もう葉月が参加する、って、藤森課長に言っちゃったし……それに、どうしても葉月に一緒に行ってもらいたいの。そばにいてほしいの」

「……」

　割と切実な様子を見せてきた一湖に、葉月は言葉に詰まってしまった。一湖はさらに彼女の顔を覗き込んできて、真剣な口調で懇願する。

「ね、お願い！」

　両手を合わせて頼み込まれてしまえば、断れない。

「わ、分かったから」

　葉月は心で白旗を掲げる。一湖はホッとしたように笑った。

「明日、一時からだから、余裕を持って待ち合わせして、お土産買ってから行こうか」

「そ、そうだね……」

　一湖は「よかった！」と喜びの声を上げながら、葉月の背中を押し、エレベーターに向かう。

　一方葉月は、心に靄もやがかかるのを、自分では振り払えずにいた。

（はー……ほんとにもう……どうしてこうなっちゃったの）

　足取り軽やかな一湖とは対照的に、葉月はやれやれとため息をついた。
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「いやー、さっすが藤森課長。すごいマンションに住んでるわね」

　要の部屋の前で、一湖が感心したように言う。

「だね～」

（つい数日前に来たとは言えない……）

　葉月は心の中だけで呟いた。

　ドアの呼び出しベルを押すと、音声応答もなしにドアが開いた。すでにエントランスのインターフォンで、訪問を告げていたためだろう。

　カジュアルなスタイルの要がにこやかに顔を出す。

「やぁ、いらっしゃい」

「こんにちは。お招きありがとうございます」

「ありがとうございます」

　葉月が一湖と一緒になって頭を下げると、要は小さくうなずいた。

「宮永さんも来てくれて、ありがとう」

「い、いいえ。違う課なのに、突然お邪魔してすみません」

「大歓迎だよ。……さ、どうぞ」

　要が身体を捻り、間口を広げる。二人は「お邪魔します」と口にして中へと入った。

「……え、谷井課長もいらしてたんですか？」

　ＬＤＫへ入ると、谷井がファイル片手に立っていた。

「こんにちは、宮永さん、岡村さん。僕も招待されてしまったよ」

「谷井課長には、帰国してからずっとお世話になってるんだ」

　要が笑って言った。

　部屋を見渡すと、ゲストはすでに十人ほど来ているようだ。男女比は半々で、葉月たちを入れれば女性の方が多い。

（この中の何人が、藤森課長を狙っているのかしら）

　そういう下心を持ってここに来ている女子は、少なくないはずだ。実際、今も彼は女子たちに囲まれている。

「課長～、私、次はカンパリオレンジ飲みたいです～」

「私はホワイト・レディ～」

　葉月が部屋を見回すと、先日来た時にはなかった細長いテーブルがリビングの壁際に置いてあり、そこにカクテルの材料がすべて置かれ、ブースが作られていた。一緒に買った時よりもさらにリキュールなどが増えているようだ。

　葉月が作ったレシピ表も、ベースごとにファイリングされて置いてある。先ほど谷井が手にしていたのも、その中の一冊だ。

（マメな人なのね）

　きれいに並べられた材料を見て思った。

「ねぇ葉月。……ちょっと小耳に挟んだんだけど、藤森課長、どうしてもカクテルを作ってあげたい子がいるらしくて、ここ何日かシェイクの練習をしてたらしいわよ」

　突然、一湖が葉月の耳元で囁いた。

「え？」

「ということは、この中にいるってことよね？　誰なのかしら」

　一湖が興味津々、といった様子で室内を見渡した。

（カクテルを作ってあげたい子……）

　きっと自分ではない――それだけは確実だ。

　仮に『ハル』であれば、本人にカクテル作りを教わるなんてことはないはずだし、『葉月』は彼に好かれるほどのエピソードも要素もない。

　一湖の台詞は、思いのほか鋭く葉月の心に突き刺さった。

（もう帰りたい……）

　自分が恋愛相手として好かれているなんて厚かましいこと、思ってもいなかった。けれど、好かれたいと願っていたのはまぎれもない事実だ。

　それは一生叶うことはないと、分かってしまった。

　だから、要の想い人が参加しているであろうこの場に留まるのは、今の葉月にとっては苦痛でしかない。

　でもここに着く直前に「ちゃんとつきあってよ」と一湖から念を押されたばかりなので、すぐに退散するわけにはいかない。

（なるべく目立たないように、端っこにいよう……）

　そう決めて、葉月はやり過ごすことにした。

　二人の後にもう一人男性が来て、全員が揃ったことで改めてパーティは始まった。

　食事は要も用意してくれてはいたが、ゲストが皆それぞれ持ち寄ったものもあり、豪華な食卓ができあがった。

　葉月と一湖も、ここに来る前にデパ地下に寄り、惣菜を買ってきた。

　彩り鮮やかな具だくさんのサラダは一湖が、そして葉月は、オニオンリングとフライドポテトのボックスを買った。

　本当はフライドチキンにしようかと思ったのだが、それは要が用意しているという情報が入り、結局ポテトを買ってしまった。

　ポテトを食べて喜ぶ要の顔が見たい――その誘惑には勝てなかったのだ。

（フライドポテトなんて、みんな普通に食べるもの……バレないよね）

　皆が持ち寄った食事を広げた中に、さらっと忍び込ませておいた。

　カクテルは基本的にはセルフだったが、時々リクエストを受けて要が作っていた。

　他の課員がカクテルを楽しんでいる中、葉月はテーブルにあったソフトドリンクを口にする。

「課長、よくここまでカクテルの材料が揃ってますよね！」

「ほんと！　すごい！」

「おまけにレシピも置いてくれてて、親切仕様だし！」

　男性も女性も目を輝かせて喜んでいると、要がはははと笑う。

「行きつけのバーのバーテンさんにいろいろ指南してもらったんだ。レシピもその人が作ってくれたのを印刷しただけだよ」

「へぇ～、すご～い」

「とても気が利く、素敵なバーテンさんなんだ」

　要の話を聞いて、嬉しいやら恥ずかしいやら複雑な気持ちになってしまう。

　自分が褒められているのに、素知らぬ振りをしなければならないのだから。

　一番の心配は、この『バーテン』が自分だと一湖にバレるのではないかということだ。

　葉月の視線が彼女を探すと、谷井と話をしている。要の話は聞こえていないようだ。

　ホッとした葉月は、ドリンクを置いて食べ物をお皿に取り始めた。どれもこれも美味しくて、ついつい食事に熱中してしまう。

「宮永さん、楽しんでる？」

　ふいに声をかけられた。顔を上げると、要がグラス片手に立っているではないか。

（っ……、び……っくり、した……）

　極力顔には出していないつもりだが、驚いてしまった。

「あ……はい、美味しくいただいてます」

（大丈夫、大丈夫。ハルとは別人のはず）

　メイクもヘアも服も、香りがするものも、ハルとはかけ離れている。声のトーンも、ハルの時とは変えている。気づかれることはないはずだ。

「よかった。……宮永さんは、お酒は飲まないの？」

「あー……はい、これをいただいたら」

　葉月は食べ物のお皿を掲げた。

「そう。遠慮せずに飲んで食べて」

「ありがとうございます」

　要は最後ににっこり笑うと、近くにいた男性社員の元へ移っていった。

「……ほんと、心臓に悪すぎる」

　葉月は大きく息を吐き出し、ぼそりと呟いた。

　それからゲストは皆、カクテルやワインやウィスキーを飲んでいい感じに酔っていく。葉月も目立たないようにカクテルを作ってちびちびと口に運びつつ、他のゲストと談笑していた。

　そうして二時間ほどが経った。

（そろそろ私、帰ってもいいような気がするけど……）

　一湖に断ってから帰ろうと、彼女を探していると――

「……え」

　カクテルブースに、一湖がいた。彼女は機嫌よくカクテルを受け取っている。そしてその視線は、目の前の男――要に留まっている。

　彼が、自分で作ったと思しきカクテルを、一湖に渡していたのだ。

「っ！」

　葉月は目を大きく見開く。その姿だけにではない、彼が作ったカクテルが――

「あれ……ワインクーラー……だよね」

　すぐそばに赤ワインやホワイトキュラソーなど、ワインクーラーの材料が置かれている。

　葉月の心臓は、ズキリと痛んだ。

「私……ワインクーラーの作り方は教えてない」

　おそらく、彼が自分で練習したかレシピを覚えたのだろう。

　手渡している要もなんだか嬉しそうだし、それを手にした一湖に至っては、珍しく頬を染めている。

　葉月は、ワインクーラーのカクテル言葉を、口の中で噛みしめた。

「……私を、射止めて」

（そっか……藤森課長がカクテルを作ってあげたい子って……）

　その一場面で、葉月はすべてを悟った。

　足下がふらついて、めまいがした。アルコールのせいだと思いたかったが、そうではないだろう。

『ハル』はカクテル数杯では、大して酔ったりしないから。

　葉月はトイレに行き、気持ちを落ち着かせた。あまりそこに長居もできないので少ししてリビングに戻る。

　ほぅ、とため息をついてから、一湖を探す。彼女は、ダイニングテーブルに並んだ食べ物を選んでいる最中だった。

「――あ、葉月。これ美味しかったよ」

　一湖が、中華風オレンジチキンが載った取り皿を掲げた。

　その幸せそうな笑みを見て、心が潰れそうになる。

「一湖ごめん、私……もう帰るね」

「え、ちょっと待って。帰っちゃうの？　どうして？」

　葉月の申し出に、一湖が慌てふためき、手にしていた取り皿をテーブルに置く。

「ちょっと体調悪くて……。ほんとごめん……藤森課長にもよろしく言っておいて」

「宮永さん、帰るの？　お酒が入ってるんだから、気をつけてね」

　近くにいた谷井が、気遣いの言葉をくれた。

「すみません、お先に失礼します」

　ちらりと要を見ると、相変わらず女子に囲まれているので、そこに突撃する気力も、彼の顔をまっすぐに見られる自信もなかった。

　本当なら片づけなどを手伝ってから、帰らなければならないだろう。けれど、終わるまで留まるなんてできそうになくて。

（この穴埋めは、後でしますから……）

　そう心で告げて、葉月はバッグを抱え、要の部屋を飛び出した。

　駅に向かい電車に乗った後、改めて一湖にメッセージを送った。

〝急に帰っちゃってごめんね。藤森課長に「お手伝いできなくて申し訳ありません」って伝えておいて〟

　本当は要本人に送るべきだが、何せ『葉月』は要の連絡先を知らないのだ。『ハル』であれば知っているけれど、まさかそっちから送るわけにもいかない。

「こんなことなら、最初からハルは私だって言えばよかった」

　本当のことを伝えて嫌われたくないと思ったから、打ち明けられなかった。けれど、要が最初から一湖が好きだったのなら、隠しても意味はなかった。もどかしい思いをすることもなかった。

　初めは『会社の人にバレたくないから』だった理由が、いつの間に『嫌われたくないから』に変わっていたのだろう。葉月にはもはや分からない。

　もしも今日、要と一湖が結ばれたのなら。

　自分とのあのひとときは……彼にとって、邪魔な記憶にしかならない。

（……忘れよう）

　少し時間がかかるかも知れないけれど。

　葉月は心の痛みを無理矢理捩じ伏せ、大きく一歩を踏み出した。






「宮永さん、昨日はちゃんと帰れた？」

　谷井が出勤するなり、葉月に声をかけてきた。

「あー……はい、大丈夫です。ありがとうございました」

「藤森課長も心配してたよ。後で一声かけておいた方がいいかも。……あ、でも今日明日と御殿場に出張みたいだね。昨日言ってた」

「じゃあ、月曜日にでもお話しします。谷井課長にもご心配おかけして、すみませんでした」

「うん、それがいいね」

　要がいないと知り、申し訳ないと思いつつも葉月はホッとした。

（不義理ばかりしちゃってるな、私……）

　罪悪感と失恋のつらさに苛まれ、胸が痛くて仕方がない。

　自分の弱さが情けなくて、涙が出そうだ。

　それでも、仕事はきちんとこなさなければ。

「――葉月、忙しいところごめん。ちょっといい？」

　昼休み、社食に行きたくなくて、売店でおにぎりを買い自席で食べていると、一湖が来た。手にしていたチョコレートの箱を、葉月の机に「お土産」と添えて置いてくれる。

「一湖、昨日はごめんね、急に体調悪くなっちゃって」

「ううん平気。もう大丈夫なの？」

　一湖が心配そうに葉月の額に手を当てた。「熱はないわね」と呟くと、隣の席に腰を下ろす。

「うん、すっかり。……で、何？」

「今日か明日、帰りに時間取れない？　話したいことがあって」

「……っ」

（話したいこと、って……）

　ズキリと心が痛みを覚える。

　きっと、要とのことに違いない。彼と上手く行って、その報告なのだろう。

（今は聞きたくない……）

「ごめん、今日も明日も用事があって。……来週は？」

「来週かぁ……まぁいいわ。じゃあ、月曜日に話すね」

　そう呟く一湖は、色めき立っているような、早く報告したくてうずうずしているような雰囲気が感じられる。

　それに、どことなく幸せそうだ。

（あんな素敵な彼氏ができれば、幸せだよね……）

　そう思った瞬間、打ちのめされた。

　これは紛うことなき『僻み』であり『嫉妬』だ。大切な友達にこんな感情を持ってしまう自分が、本当に嫌でたまらない。

　でも今は、一湖の報告を笑って受けとめることができないのも確かで。

　少し時間がほしい……せめて週明けまでは。

　それまでには、作り笑いができるようになるから許して――葉月は心で一湖に謝った。






　翌日も、要は不在だったので、一日顔を見ずに済んだ。

　葉月は会社から直接リフージョへ向かった。

「ちょっと葉月、何よその顔！　しおしおのへにゃへにゃじゃないの」

　彼女の顔を見るなり、明人が眉を吊り上げた。

「しおしおのへにゃへにゃって、どんな顔ですか……」

　口元を引きつらせる葉月に、彼は見透かしたように目を細めた。

「ははーん……、葉月あんた、失恋したわね？」

「っ、ど、どうしてそれを……！」

「そんなの、分かるわよ。先週末に藤森ちゃんにカクテルのこと教えてたでしょ？　その後何かあったのね？」

「もう、明人さんにはかなわないなぁ……」

　優しい手つきで頭を撫でてくる明人に、葉月ははははと力なく笑う。

「落ち込むのは今日だけにして、明日からまた次の恋を探しなさいな。なんなら、あたしが超絶イイ男を紹介したげるけど？」

　明人がにっこり笑った。

「……ありがとう、明人さん」

「とにかく！　お店に来たからには、そのしみったれた顔は見せちゃダメよ！　ハルを演じきりなさいね」

『兄』から『先輩』に戻った明人が、葉月の頭をくしゃくしゃと掻き撫でた。

「はい」

　葉月はうなずいて更衣室に行き、『ハル』になる準備を始めた。

　その後すぐにリフージョは開店した。

　常連客が一人、また一人と訪れ、いつものように注文していく。ハルもいつものようにカクテルを作り、話を聞いていた。

　心の傷は『ハル』で覆い隠し、ひたすら笑って接客をする。

　そうして小一時間経った頃――

「こんばんは」

　扉が開き、聞き慣れた声が耳に飛び込んできた。

（……っ）

　要は黙っていつものスツールに腰を下ろした。出張先の御殿場から直接来店したのか、スーツ姿にガーメントケースを持っている。

「いらっしゃいませ……藤森さん」

　ハルとして彼に会うのは、あの日以来だ。気まずい思いはあるものの、忘れると決めたからには、何事もなかったように振る舞うしかない。

「ジンリッキー」

「……かしこまりました」

　いつものようにポテトフライを注文しない要に、葉月は内心困惑した。けれどそれを顔に出さずに、笑ってカクテルを作り始める。

　視線の端っこにいる要は、穏やかな口調で切り出してきた。

「この間、例のカクテルパーティをしたんだよ。ハルさんのおかげで、みんなにとても好評だったよ。レシピ表も本当に役に立ってくれた」

「……それはよかったです。お役に立てて、私も嬉しいです」

「その時にね、フライドポテトを持ってきてくれた人がいてね。……すごく美味しかった。……でも、ここのポテトの方が美味しいけど」

　ドキリとしたが、心でそれを殺して平常心を保ち、葉月は告げる。

「ふふふ、いつもうちのポテトフライをお褒めいただき、ありがとうございます」

　それから少しして、ハルがジンリッキーを差し出す。要はそれをビールのように一気に飲み干した。

　いつもはそんな飲み方をしないので、ハルは驚いて目を丸くした。

　グラスをコースターに戻した要は、大きく息をつくと、ハルの目をじっと見つめた。

「……この間、どうして先に帰ってしまったの？」

「!!　ぁ……、あぁ、日曜日のことですか？　すみません、用事を思い出しちゃって……」

（びっくりした……）

　一瞬、パーティの日のことかと思ったが、よくよく考えてみれば日曜日の件だと気づき、慌てて軌道修正した。

　しかし要は葉月の返事にノーをつきつけるような、芯の通った熱い視線を彼女に据えたままだ。そして――

「俺が言っているのは、水曜日のことだよ」

　要はひたすら静かに、凪いだ声でそう言った。

「……っ」

（え、どういうこと？）

　一瞬、彼が何を言っているのか、分からなかった。ハルは大きく目を見開いて、要を見つめた。

「岡村さんから、君が俺に黙って先に帰ってしまったと聞かされて、ショックだった」

「え……ど、して……」

　葉月の顔から、色が抜けていく。

「――俺はね、もうだいぶ前から気づいていたよ。君が宮永葉月だってことに」

（うそ……）

「……っ、そ、んな……」

　葉月の身体は震えた。

　ハルを演じきれ――明人に言われたのに、全然できそうにない。声が上擦ってしまうのを、抑えられない。

「あ、明人さん……ちょっとだけ、ここ、お願いします……」

　バーテンダーの資格を持つ明人に、青ざめた顔でカウンターをよろしくと告げた後、葉月は店を飛び出した。

　リフージョの前――道路の向こう側に、芝生が敷かれたスペースがある。そこを囲む低い柵に、葉月は腰を下ろした。大きく深呼吸をする。

（藤森課長が私のことを分かってたって……ほんとなの？）

　今まで、葉月がハルであると分かっていた上で、知らないふりをして接してきたというのだろうか。

「どうしよう……」

　ため息をついたその時、目の前に影ができた。見上げると、要が立っていて、葉月を見下ろしていた。

「藤森さん……」

　彼の目は決して葉月を責めていない。なのに、まっすぐその瞳を見ることができずに、彼女はうつむいてしまう。

「少し、話をしようか。明人さんが、お店は助っ人呼んであるから気にしなくていい、って」

「明人さんが？」

「お店に来た時から、こんなことになるんじゃないかと思って、助っ人を頼んでおいたそうだよ」

　それを聞いてホッとする。お店を途中で投げ出してしまうなんて、本当はあってはならないことだから。

「そう……ですか」

「とりあえず、水曜日に早く帰ってしまった理由が知りたい。岡村さんがずいぶん心配していたから。顔色が悪かった、って」

「……っ」

　要の口から一湖の名前を聞くと、胸が痛い。口を開こうとしたけれど、言葉が出てこない。

　しばらくの静寂の後、要が葉月の隣に座った。

「……じゃあ、まず俺から話すよ。何故、君が宮永葉月だと気づいたか、って話。……初めに疑ったのは、初めてリフージョに来た時だよ」

「初めて……？」

　葉月は驚く。『ハル』の擬態は完璧だと思っていたのに、そんなに初期の段階からバレていたなんて。

「君自身、気づいてるのか分からないけど、人差し指であごを掻くクセがあるだろう？」

「あ……そういえば……」

　会社でもよくやってしまうのだが、手持ち無沙汰になると、伸ばしたままの人差し指で、あごの下を掻いてしまうのだ。

　だからリフージョでは、まめに手指の消毒をするようにしている。

「その仕草を見てあれ？　と思った」

「……」

　気まずい葉月はあごを掻く。「ほら、それだ」と、要がクスクスと笑った。

「まぁ、そこからはもう、確認作業だったね。声だってそうだし、聞き上手なところも」

「完全に同一人物だと確信したのは、これ」

　そう言って要が指差したのは、葉月のうなじに残されたキスマークだ。

「えっ」

「キスマーク、わざとつけたんだよ。……でも会社では君が俺を避けるから確認することもできなくて。……だから、岡村さんに見てもらった」

「……一湖に？」

　ここで葉月は眉根を寄せた。他の女につけたキスマークを、好きな女性に確認させるだろうか。

　頭が混乱してきた。

（どうして……？）

「？　どうした？　変な顔してるけど」

「へ、んな顔って……！　っていうか、あの、藤森課長」

「『ハル』から『藤森課長』と呼ばれると、なんだか変な不思議な気分になるな」

　クスクスと笑う要だが、葉月は必死だ。

「そんなことはどうでもよくて！　……藤森課長は、一湖とつきあってるんじゃないんですか……？」

「はい？　俺と岡村さんが？　つきあってないけど。そもそも彼女は――」

「だ、だって！　あの時！　……一湖にワインクーラー渡してましたよね。あれは告白のつもりで渡してたんじゃ……？」

　要がカクテルを作ってあげたかったのは、一湖なのでは――葉月は思っていたことをぶちまけた。

「あー……そうか、そういうことか。あの場面を見たから、君は帰ってしまったんだな」

　すべてを察したように、要が言った。

「……」

　それからしばらく黙していた要は、はぁ、と大きくため息を吐き出して、そして言った。

「俺がさっき、ハルの正体を知っていると打ち明けた瞬間から、たった今までの数分の間に、君の頭の中で猛烈な速さで構築されたであろう『藤森要』像って、とんでもなく悪い男だよね」

「え……？」

　この人は一体、何を言っているのだろう――困惑の表情で、葉月は彼を見る。

「だって、君の中のデータを合わせるとさ。好きな子……この場合、岡村さんね。岡村さんに告白するために、他の女の子……葉月にカクテル作りを教わり。しかもそれを理由に家に連れ込んだ君を、甘い言葉でその気にさせてまんまと食っちゃって。そして舌の根も乾かない内に、君の目の前で、岡村さんに愛の告白のカクテルを作って渡すなんてさ……ほんっとにロクでもない男だね、俺って」

「あ、あの、いえ……」

　予想もしない方向からの指摘に、葉月は上手い言葉が返せない。

　この短い時間に、メロドラマを作って悲劇のヒロインぶれるほどナルシストではない。そもそもそんな余裕なんてなかった。

「まぁ、君がそんなことを思っていないのは分かってるよ。……でも、あの光景を見てショックで帰ってしまったってことは、葉月は俺のことを好きなんだよな？　……俺たちは両想いなわけだ」

「えっ、りょ、両想い……？」

　これもまた予想もしていなかった要の発言に、今度はぽかんとする葉月。彼はそんな彼女の頭をそっと撫でた。

「好きじゃなければ、抱いたりしない。俺はそんなひとでなしじゃないよ？　……でもごめん、ちゃんと好きだと伝えてからにすればよかったな。思いのほか酔っていたんだよな、あの時」

　自分で作ったカクテルを何杯も飲んだから――要が申し訳なさげに呟いた。

　葉月の心は、ふわふわと浮き上がりそうだった。

「ふ、じもり課長は、私のことを、好きなんですか……？」

「好きだよ、葉月。……勘違いしないよう、言っておくけど、俺が君をいいなぁと思ったのは、会社にいる君を見た時からだから。ハルが最初じゃない」

「え？」

「後輩や同僚の相談事や愚痴を、嫌な顔一つせず聞いてあげて、絶対に否定しない。そういうところがいいな、と思ったんだ。それに……君はとてもきれいだ。自分では地味だと思っているかも知れないけれど」

　比佐子がサンフランシスコの志藤に連絡を取りたがっていた時も、葉月に近づくチャンスかも知れないと、助け船を出してくれたそうだ。

「そうだったんですか……」

「それに、可愛い。……会社でスキップしちゃうところとか」

「っ、あ、あれを見てたんですか!?」

　葉月の顔は瞬く間に赤く染まる。よりにもよって、あの場面をばっちり見られていたなんて。

「あのクーポンをくれたのも、君だろ？　すごく嬉しかった」

「バレバレだったんですね……」

　今までバレないようにしてきた努力は、一体なんだったのだろうか。葉月は気が抜けてしまう。

「本当は、葉月の方から君が『ハル』だと打ち明けてほしかった。……けど、君の性格からして、それはしないだろうとも分かってた。……だから、パーティの日に君にカクテルを作って、君の正体を知っていたと告白しようと思っていたんだ。それなのに、帰ってしまうからショックだった」

「じゃあ、あのワインクーラーは……」

　葉月にはあれが、彼が一湖に想いを寄せているシーンにしか見えなかったから。本当はどういうシチュエーションだったのか、どうしても知りたかった。

「あれは、岡村さんに頼まれて作っただけだよ。彼女は彼女で、あのカクテルで谷井さんにアプローチするつもりだったみたいだから。確か、カクテル言葉が『私を射止めて』……だったよな」

「えぇっ！　い、一湖が谷井課長に……!?」

　葉月はちょっと待ってと、要に向かって手を上げる。そんなことは聞いたこともなかったし、それに何より、自分が知らない一湖の想い人を、何故要が知っているのだろうかと、不思議でならなかった。

「あれ？　知らなかった？　割と分かりやすい態度してたけどなぁ」

「全然知らなかった……」

　谷井に対する一湖の態度を見て分かったと、要が言った。葉月はまったく気づかなかったのに。

「谷井さん、バツイチだけど独身だし。温和で人が好さそうだけど、実は頭が切れるし行動が男前だから。岡村さんとはお似合いだよ」

（もしかして、一湖が話したいことって……）

　谷井とのことだったのだろうか。

「――とにかく、俺が好きなのは君だよ。……宮永葉月さん」

　要がまっすぐに葉月を見つめて告げてきた。

　素直に応えてもいいだろうか。

　もう、自分の気持ちを押し殺さなくてもいいだろうか。

　彼女の不安げな瞳を包み込むように、要は微笑んで次の言葉を待っててくれている。

　葉月は、こくん、とうなずき、そして言った。

「……私も好きです、藤森課長」

















第五章「ハッピーエンドもカンペキです！」












「今日こそ、葉月に俺が作ったカクテルを飲んでもらう」

　要がそう言って、彼女を自宅に連れ帰った。

　お互いの告白の後、店内に戻ると、明人がカクテル作りの腕を振るいながら、客と楽しげに談笑していた。

『ハル、今日はもういいから、藤森ちゃんと一緒にお帰り』

　手をヒラヒラと振り、優しく笑ってそう言ってくれた。彼が呼んだアルバイトの学生が、店内の接客をしてくれているのが見えた。

　明人の好意に甘え、ハルは要と一緒に帰ることにした。帰り際、挨拶をした要に、

『あ、藤森ちゃん。あたしの大事な妹を泣かせたらただじゃ済まさないから、覚悟しときなさいよ？』

　明人がニヤリと笑って釘を刺してきたので、彼は苦笑いをして何度もうなずいていた。

　要の部屋へ行くと、先日のパーティの雰囲気はすでになくなっていて、初めて来た時と同じ様相に戻っていた。

（そういえば……）

「この間は、お片づけも手伝わないで帰ってしまって、ごめんなさい」

「いいんだ、気にしてないよ。でも今日は途中で帰らないでくれよ。……俺がシャワーしている間に帰っちゃうのもナシな？」

　葉月がしおらしく謝罪をすると、要がクスクスと笑った。

　勧められるままにダイニングの椅子に座ると、要はキッチンに籠もり、何やら作業をし始めた。当然、カクテルを作っているのだろうが、葉月からは見えない。

　しばらくして、要がトレーにタンブラーを載せて戻ってきた。

「――どうぞ」

　ことりと置かれたオレンジ色のそれを見て、葉月は尋ねる。

「スクリュー・ドライバーですか？」

「よく分かったね」

「なんとなく、ですけど。……いただきます」

　超スタンダードなこのカクテルは、何十回何百回と作ってきたから。それに――

「――『あなたに心を奪われた』ですよね、カクテル言葉」

「やっぱり知ってたか、当然だよな、プロだし」

　そう言って要は、またキッチンへ戻り、数分後、今度はカクテルグラスを持ってきた。

　赤みがかったきれいな液体が、ダイニングの照明を受けてキラキラ輝いている。

「きれいですね……いただきます」

　葉月はグラスを取り、ひとくち含んだ。口の中でよく味わい、こくん、と飲み干す。

「美味しいです。これ……キャロル、ですね」

　ブランデーとベルモットをステアして作るそのカクテルは、『賛歌』という名前がつけられていることや、その色合いから、クリスマスに楽しまれることも多いという。

　それを要が今、作ってくれる意味は――

「正解。……カクテル言葉は分かる？」

「『この想いを君に捧げる』……ですか」

「そう。こうして君に飲んでもらって、俺の気持ちを分かってもらう予定だったんだけどなぁ……」

　計画が狂ってしまったな――要が肩をすくめた。

「ごめんなさい」

　葉月がテーブルに手をついて頭を下げて戻した瞬間、手がカクテルグラスに当たり、倒れてしまった。中身は全部、彼女の髪と服にかかった。

「！　あぁ！　ごめんなさい！　こぼれちゃって……！」

　慌てて立ち上がると、要が「座ってて」と手で彼女を制し、キッチンへ飛び込んでタオルを二枚持ってきた。

「これで髪とか拭いて」

　要はテーブルと床に落ちた液体を拭いた。幸い、フローリングなので染みが残ったりはしなかった。

「藤森課長、すみません！　せっかく作ってくれたのに」

「そんなことはいいけど、それより葉月だ。髪も服も酒まみれだし……風呂に入った方がいいな」

「あ……はい」

「……せっかくだから、一緒に入る？」

「え……」

　突然の申し出に、葉月は目を見張る。

　要は多分に意味を含んだ瞳で、彼女の顔を覗き込んだ。

「ちょうどいい、君にお願いがあるんだ」

　そう言って、要はにっこり笑った。






「え……ほんとにそんなことを……？　っていうか、いいんですか？」

「俺が見たいんだよ」

「でも……」

　要のお願いを聞いた葉月は、脱衣室でもじもじしている。そんな態度をよそに、彼は彼女の服を脱がせ始めていた。

「……君が『ハル』から『葉月』に戻るところが見たいんだ」

　つまりは、彼の前でメイクを落とせ、ということで。男性の前ですっぴんになるのは、とても恥ずかしい。ましてや、変身メイクのハルモードからではなおさらだ。

　ある意味、裸を見られるよりもいたたまれない。

「でも……すっぴん見て、がっかりしません？」

　葉月はハルになる時にはいつも、クレンジングオイルとコットンをバッグに入れている。だから彼の要望には、すぐにでも応えられるのだが――

「しないよ。そもそも君は、会社ではほとんどすっぴんに近い薄化粧だろ？　俺はどちらかといえば、そっちの君の方が好みだよ」

　だから、ね？　――冷たく見える美貌を、とろりと甘く緩めてお願いされてしまえば、断れるはずもない。

「葉月の身体はもう隅々まで知っているんだから、恥ずかしがらなくていいよ」

　やけに嬉しそうに、要が服を剥いでいくものだから、何も言えずにされるがままだ。

　葉月を真裸にした後、要も服を脱ぎ捨て、二人とも裸で浴室に入る。

　ハルの時にいつもつけているカラーコンタクトは、あらかじめ外しておいた。コットンを湯船のお湯で濡らし、目元に当ててつけまつげのグルーをふやかして外す。それからはクレンジングでひたすらメイクを落とした。

『ハル』の色が混じったお湯が、排水溝へと吸い込まれていく。

　葉月自身はとてもさっぱりしたけれど、その顔を要に晒すのは勇気がいった。

　おずおずと振り返った彼女に、要はふわりと笑う。

「……やっと会えたな、葉月に」

　心の底から嬉しそうに、要が言った。

　彼女の濡れた顔に両手を滑らせて、そしてキスをした。

「ん、ん……」

　くちびるの隙間から、水が入ってくる。要はそれをぺろりと舐めると、クスクスと笑った。

「――『ハル』とした時は、メイクを落としちゃいけないと思って、俺も気を遣っていたんだよ。でももう、その必要もないな」

　要が、葉月の頬を流れ落ちる水滴をキスで掬った。何度も何度も。

「ふ、じもりか、ちょう……くすぐったい、です」

　葉月が首をすくめると、要が眉根を寄せた。

「ちょ……課長はやめようよ。……悪いことしてる気になる」

「あ……じゃあ……藤森、さん」

「……葉月は、俺の名前知らないの？」

「え？　知ってますよ。要さん、ですよね？」

　要の問いに小首を傾げて答えると、大きなため息が聞こえた。

「知ってるくせに、呼んでくれないとか……それ、わざと？　俺のこと、焦らしてるつもり？」

「そ、んなこと、しないです」

「……まぁいいや。呼んでくれるまで、俺も焦らしちゃおう」

　要が葉月の身体をくるりと回し、背中を向けさせた。

「え……」

「……少し身体が冷えてる。お湯、出そうな」

　彼がシャワーのコックを捻ると、すぐに温かいお湯が出て葉月のうなじにいくつもの筋を作った。要はそこにくちびるを押し当てた後、下からじっとりと舐め上げた。

「あ……っ」

　小さな声なのに、場所が場所だけに反響してしまい、耳を打つ。

　二人の間に何者も入れさせまいと、要は葉月の背中にぴったりと身躯を密着させた。彼女の腰にはすでに、硬く張り詰めた屹立が押しつけられている。

　それを感覚で分かってしまい、恥ずかしさと期待で身体の奥が熱くなる。足下がふらつき、あわててユニットバスの壁に手をついた。

　いつの間にか、彼の手が葉月の肢体をなぞって、内腿にまで辿り着いていた。

　翳りを掻き分けたかと思うと、筋張った指が狭間に差し込まれて。

　閉ざされた肉をこじ開けてしまえば、あとは簡単に指はなめらかさをまとって動き始める。

「んっ、ぁ……っ」

　そこに触れられた途端、葉月の全身がビクリと震えた。
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　シャワーのそれとは明らかに質を異にする水音が、浴室内に響く。要の指が葉月の媚肉を確実に捉えて愛撫すると、そこから新しい蜜があふれ、内腿から脚を伝い落ちていった。

「あっ、あぁ……っ、ん、だ、めぇ」

「イッちゃだめだよ？」

　昂ぶったそこから急に指を外され、緩やかにそこをなぞられる。

　一番感じる部分を掠めては離れ、離れては掠めを繰り返され、もどかしくて仕方がない。快感を求めて腰が揺れてしまう。

　胸は後ろから揉みしだかれ、パン生地のように捏ねられている。

「ぁ……、も……」

「腰が動いてるよ、葉月」

「お、ねがい……ちゃん、と、さ、わって……」

「それ、誰に言ってるの？」

　我慢できずに懇願すると、要が笑みを孕んだ声音でとぼける。その間も、指は葉月の両襞をゆるゆると愛撫しているので、彼女はたまらず、高い声を上げる。

「……っ、か、なめさ……っ」

「はは、ご指名に与ったら、断るわけにはいかないな」

　満足げに呟くと、要は秘裂の奥に指を差し入れ、ぬかるみを滑り、花芯を押しつぶした。

「あぁんっ、やっ、いい……っ」

「すごいな、シャワーのお湯と君からあふれたのが混ざって、ぐちょぐちょだ」

「やぁ……っ、いわ、な……でっ」

　要がわざと大仰に掻き鳴らし、淫らな音を大きく立てる。片手はすでに胸から離れ、爛熟した花芯を剥き出し、蜜を塗りつけるように弾いている。

「あぁっ、あっ、うぅ……っ、も、いっ……っ」

　膝がガクガクと震え出し、もう立っていられない。崩れ落ちそうになる肢体を、要が後ろから抱えるように支えた。

「おっと……もうイキそう？」

　耳元で尋ねられ、何度もうなずくと、要は愛撫を継ぎ足してきた。小刻みに花芯を弾き、拉ぎ、撫で上げる。

「あんっ、あぁっ……ゃ、いっ……う……んっ!!」

　悦味を持て余していた葉月の肢体は、すぐに上り詰めた。頭の奥がキーンとなり、葉月の身体がびくんびくんと痙攣する。

「あぁ……は……っ、ん」

　大きい波が過ぎ去った瞬間、なんとか保っていた膝の力が抜けきり、葉月の身体はガクン、と折れた。浴室の床にぺたんと尻をつく。

「葉月の身体はほんと濡れやすいし感じやすくて、たまらない。……おかげでほら、俺のが今にも暴発しそうだ」

　座り込んでいる葉月の目の斜め上に、要の雄芯がその存在を主張していた。育ちきったそれは、水とも先走りともつかない液体にまみれて光っている。

「ぁ……」

　普段見慣れないそれは、先日確かに自分をよがり狂わせた器官で。あの気が遠くなるほどの快感を覚えている肢体が、ゾクリと震えた。

「……どうしたい？」

　上から降ってきた色気に満ちた声音に、葉月は熱い吐息を漏らし、そして彼の硬い漲りに震える手を伸ばした。

（熱い……）

　葉月が触れるたびにそれはぴくん、と蠢く。膝立ちになって近づくと、待ちかねたようにさらに硬度を増した気がした。

　手を添えたまま、切っ先にキスをして。

「んぁ……」

　こんなに開いたのはいつぶりだろうか、というほどに大きく口を開け、屹立を口腔に迎え入れた。

「っ、」

　要が息を呑む音を耳にしながら、葉月は懸命に愛撫を施す。

　口の中を満たすそれは、いろいろな形容詞を葉月に投げかけてくる。

　熱い、硬い、大きい、苦い、苦しい――そして、愛しい。

　拙くても口と舌を動かし、吸い、舐める。じゅぷじゅぷといやらしい音が立ち、それが葉月の耳を打った。

　自分が奉仕をしているのに、まるでされているように身体が痺れてたまらなくなる。

「ん、んっ、んぅ……」

　時々薄目を開けて見上げると、目を色っぽく細めてこちらを見ている要がいる。

　少しは気持ちいいと思ってくれてる？　――問いかけるまなざしで見つめると、彼はフッと笑った。

「……気持ちいいよ、すごく」

　要が葉月の頭をゆっくりと撫でる。感触が心地よくて、酔ってしまいそうだ。

　彼が喜んでくれているのが分かり、葉月は改めてくちびるに力を込めた。

　あまり奥まで咥えられないので、手も使って。絡ませた唾液が楔を伝って落ちてきて、手の平の水と混じり、卑猥な音を立てる。

　それからしばらくして、口の中の肉塊がわずかに質量を増してきた頃――

「……葉月、もういいよ」

　わずかに余裕を失った口調で、要が葉月を止める。シャワーはいつの間にか、彼が止めていた。

「……え？」

　濡れたくちびるをしどけなく開いたまま、不安げに見上げると、彼が困ったように言った。

「このままだと、葉月の口に出してしまいそうだから」

「……いいのに」

　ぼそりと告げると、要が彼女の口元を指で拭った。

「今日は、葉月の胎内なかでイキたい」

　そう言って、要は葉月を浴室から連れ出した。






　全身水浸しの葉月は、要から大きなバスタオルで包まれたかと思うと、そのまま寝室へ連れて行かれた。

　彼は濡れるのもいとわずベッドに倒れ込むと、手早く避妊具をまとい、うつぶせた葉月の腰を高く掲げ、真っ赤に熟した肉筋に、自身をずぷん、と打ち込んできた。

「ふぅっ、んっ、んんっ」

　後ろから強く穿たれている葉月は、上半身をマットレスに押しつけている体勢なので、上手く呼気を吐き出せない。

　下半身は痺れるような快感を覚えているのに、上半身は苦しくて――身体の反応がちぐはぐで、おかしくなりそうだ。

「んっ、ぁっ、はぁっ……うぅっ」

　葉月は目の前にあった枕を抱えるように掴み、快感にひたすら耐えている。

「……ごめん、一回イクよ」

　背後でそう呟いた要が、身体をぶるりと震わせ、葉月の蜜口に下腹部を幾度か押しつけた。

　そしてあっという間に、新しい避妊具をつけ、今度は葉月を上に乗せたのだった。

「――自分で動いてごらん？」

　要にそう言われた時には、もう葉月の腰は律動を始めていた。

「あっ……はぅんっ、あんっ」

　白くまろやかなふくらみが、葉月の動きにシンクロしてふるふると揺れ動く。それを下から見つめる要の瞳は、熱くとろけた劣情を抱いていた。

　要の上で揺れる葉月は、はちみつのようにとろりとした色気を滴らせている。上下するたびに蜜襞からは、ずちゅ、ぐちゅん、と淫猥な水音が鳴る。それは浴室から持ち出した水気のものなのか、ここで湧き出した蜜によるものなのか、葉月にはもはや分からない。

　要はわずかに乱れた呼気を吐き出すと、葉月の乳房を大きな手で包み込んだ。ツンと立ち上がった天辺が、手の平で擦れて気持ちがいい。

「はぁっ、あぁっ、んんっ。だめぇ……、これ、奥まで……きちゃ……ぅ」

　葉月の自重で雄芯が奥深くまで埋め込まれ、切っ先が容赦なく子宮口を突いてくる。身悶えするほどの快感が、彼女の皮膚を走り抜け、疼かせた。

「……葉月」

　低く甘い声で要が囁く。『ハル』ではなく、噛みしめるように『葉月』と呼んでくれる彼の気持ちが、嬉しくて……幸せだ。

　音を立てる秘部に要が手を伸ばし、花芯を指で愛撫してくる。彼女の動きに合わせ、くにくにと捏ねてくれるので、そこでまた気が遠くなるほどの甘気が湧く。

「あぁんっ、それ……やぁ……っ」

　突然の愛撫に、葉月の蜜口がぎゅうっと要の肉を締めつける。

「あー……葉月、それたまらない。……めちゃくちゃ気持ちいい」

「はぁっ、わ、たしも……っ、きもちぃ……っ。か、なめさ……っ、すき……っ」

　愛しいと思う気持ちが抑えきれずに、くちびるからあふれ出す。

「葉月、ほんと君は……」

　吐き捨てるように呟くと、要は葉月と体勢を入れ替える。

　膣内なかから屹立を抜かれ、またお預けを食った気分になる。

「か、要さん……？」

　マットレスに沈んだ葉月の身体に、自分のそれをぴったりと重ね合わせた彼は、今まで見たこともないほど甘ったるい瞳をしていた。

「……愛してるよ、葉月」

「要さん……」

　要は身体を合わせたまま、葉月の蜜孔に再び昂ぶりを押し込んだ。手を搦め取られて、キスをして、抽送をして――身体のありとあらゆる部分がつながっている。

　それが気持ちよくて、たまらない。

「あぁんっ、ぁふ、う……ぅんっ」

　ぱちゅん、と強く穿たれれば、甘い悲鳴が止まらなくて。

「可愛い声……もっと聞かせて、葉月」

　要がますます律動を強めた。

「あぁ！　はぁっ、んっ、あっ、ぁ」

　身体の最奥から、大きな波が来る。

　肉を打つ音と、淫らな水音、葉月の喘ぎ声、そして荒い息吹が、薄暗い寝室で混じり合い、濃厚な官能の空気を作り出した。

「は、づき……」

「んぁんっ、か、なめさ、ん！　……っ、うぅ……っも、い、ちゃ……っ」

「うん……うん……、イッていいよ……っ、は……、」

「ぁう……、んんっ!!」

　刹那、葉月の肢体が弓なりにたわみ、痙攣する。膣肉が要の屹立を引き絞った。

　葉月の意識が、大きな快感に持っていかれる。

「葉月……最高だ……」

　遠くで要がうっそりと囁いたところまでは、覚えていた。






「……暑い」

　目覚めた瞬間、葉月が呟いたのがこれだ。見ると、毛布に包まれた上に、要からぎゅっと抱きしめられていた。

　小一時間ほど寝ていたらしい。時計は二十三時すぎを指していた。

　みじろぎをすると、彼がさらに力を込めてきた。

「暑かった？　ごめんね。全身濡れたまましちゃったから、風邪をひいてしまうと思って。一応、髪も身体も拭いてはおいたんだけど」

「拭いてくれたんですか？　ありがとう、要さん」

　要は葉月の顔に何度もキスを落とす。

「さっきは本当に最高だった。……もしさっき君が気を失わなかったから、あと二回はしていただろうね」

「に、二回……？」

　さすがにそれは無理だと思い、意識を飛ばしてよかったなんて、変なことを考えてしまった。

「葉月はもう……反応は可愛いし、人を立てるのが上手だし、身体の相性は抜群だし……身も心も、すっかり君の虜だよ、俺は。……愛してる」

「……私も、愛してます、要さん」

　要の手が葉月の毛布を緩め、中に侵入してくる。生身の肌の上を優しく行ったり来たりするから、身体の奥の火種が大きくなりそうだ。思わず「ん……」と、甘い吐息が漏れる。

「葉月といると、抱き潰したくなって困るよ。……あ、でも時々は、『ハル』ともセックスしたいな。……これって、浮気になると思う？」

　要がにっこりと笑って尋ねてきた。

「……もう、そういうとこ！」

　葉月があははと笑う要の胸を、ポカポカと叩いた。
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「え～！　藤森課長と私のこと疑ってたの？」

「……ごめん」

　月曜日、葉月は一湖を誘ってリフージョに来ていた。今日は『宮永葉月』として来ているので、周りの客は彼女が『ハル』だということに気づいていない。

　無用な嫉妬から一湖を避けてしまったお詫びとして、葉月が奢る約束で来たのだ。もちろん、ちゃんと自分のお金でだ。

　テーブル席には食事が何点か置かれている。その中には皮つきポテトフライもある。

「も～、前に言ったじゃない！　私、藤森課長は好みじゃない、って」

「確かにそうだったけど……でも、まさか一湖が谷井課長好きだったなんて……どうして教えてくれなかったの？」

「あら、葉月だって、藤森課長とのこと黙ってたじゃない？」

「……ぅ」

　そう言われると、何も言い返せない。

　一湖は、葉月が要に惹かれていることには気づいていなかったらしい。けれど、キスマークの件で、何かあったと察したそうだ。

　でも内緒にしていたのは、一湖も同様だったので問い糾ただせなかった、と、彼女は言った。

「とりあえずこの間のパーティで、お互いいい報告ができたらいいなと、思っていたのよ」

「そっか……。ねぇねぇ一湖、谷井課長のどこが好きなの？」

　谷井は人格者だと思うけれど、今まで一湖との組み合わせを考えたこともなかったので、純粋に聞いてみたかった。

「可愛いじゃない、谷井課長って」

「か、わいい……？」

　葉月は首を傾げた。谷井とは配属当時からのつきあいになる。上司としての好意なら持っているが、さすがに可愛いと思ったことはない。

「去年の年末、広報部合同の忘年会があったじゃない？　一次会の後、二次会に行く組で集まってた時に、何人かで話をしていたんだけど……」

　そのメンバーの中に一湖に気がある西川にしかわという男がいて、やたらしつこく二人で飲みに行こうと誘ってきたらしい。その時にさりげなくかばってくれたのが、谷井だったそうだ。

『こらぁ、岡村さん。西川くんは僕と一緒にカラオケ行くんだから、独り占めしないでよ～。西川くん、めちゃくちゃ歌上手いからさ～。僕聞きたいんだよ～。な？　西川くん！』

　と、あえて西川を立てる形で引き剥がしにかかったのだ。策士・谷井によるべた褒め作戦で、西川は気をよくし、二次会では一湖に近づきもせずカラオケを熱唱していたらしい。

　その時の谷井がやたら可愛らしかったようで、そんな些細なことで好きになってしまったのだから、一湖もなかなかに惚れっぽい女だ。

「へぇ……谷井課長、なかなかやるね」

「でも、私がどれだけアプローチしても、本気にしてもらえなくて。向こうは及び腰だったの。だけどやっと、この間のカクテルパーティで観念してくれたわ」

　何せ年の差が十歳近い上に、バツがついているので、谷井が消極的になるのも分かる。それに相手は、広報部イチと言っても過言ではない美女の一湖なのだし。

　けれど彼女にとっては、年の差や離婚経験などは問題ではないらしい。

　あのカクテルパーティの日、一湖が葉月に「一緒にいてほしい」としつこいほどにお願いしたのは、もしも谷井に振られたらやけ酒につきあって慰めてほしかったからだそうだ。

　結局一湖の想いが通じたので、その必要もなかったわけだが。

「でもよかったね、一湖。谷井課長、いい人だもん」

　大切な友人である一湖が幸せそうな顔をしているのが、葉月には何より嬉しかった。

「それより、藤森課長よ！　ほら、私が葉月のキスマーク指摘したじゃない？　あれ、課長から頼まれたんだけど」

「そうらしいね……」

　確かに先日、要本人がそう話していた。

「いきなり私を呼び出して『取引しよう』って言い出したの。何かと思ったら『宮永さんのうなじにキスマークがあるか確認してくれたら、今度のホームパーティに谷井課長を招待するよ』だもん。怖いわ、あの人」

　一湖はぶるりと震えた。

　彼女は今まで誰にも、葉月にさえ、谷井への想いを話したことはなかったそうだ。

　それを見抜き取引に使ってきたのだから、一湖が要を怖いと言うのも仕方がない。

「――葉月、やっかいな人に好かれたわね」

「そう……かな？」

「でもま、葉月って恋愛に弱腰なところあるから、それくらい執着してくれる人の方がいいと思うわ。お互いイイ人が見つかった、ってことで。飲も飲も！」

「うん！」

　二人は「カンパーイ！」の声とともに、カクテルのグラスをカチン、と合わせた。







＊　＊　＊　＊　＊








「これ、美味いな～。リフージョのシーズニングとはまた違うけど、これはこれでいい」

　週末、葉月はジャガイモ持参で、要の部屋でポテトフライを作った。店長からコツを教わってきたので、上手くできたと思う。

　さすがにシーズニングは商売道具なので持っては来られなかったけれど、オススメの市販品を教わったのでそれを使った。

　あまりに要が満足げなので、葉月はクスクスと笑みこぼす。

「要さん……ほんとにポテトフライ好きですね」

「……そうだな。葉月の次に好きかな」

「へぇ……私、ポテトフライよりヒエラルキー上なんですね？」

　葉月がふふふ、と笑うと、要は当然だとばかりにあごをつい、と上げた。

「あたりまえだろ？　聞くまでもないよ」

　自ら食べ物と自分を比べたりして、どうかしてるなと思ったけれど、彼の答えを聞いて嬉しくなってしまった。とても単純で現金だ。

　後片づけをしてリビングへ行くと、テーブルの上に数冊の本が重ねて置いてあるのが見えた。

「……あ、要さん、起業するんですか？」

　葉月は一冊を取り上げた。表紙には『サラリーマンのための起業読本』なんて書かれている。他の本も全部タイトルに『起業』『経営』の文字がある。

「今すぐ、というわけじゃないけど。いつか、今の会社を辞めて、会社を作りたいな、なんて思ってる。できれば飲食店」

「……フライドポテト専門店とか？」

　その質問は、半分冗談で半分本気だ。要なら本当に作りそうな気がしたからだ。

「ははは、それもいいな。……けど、リフージョみたいに美味しいお酒を出すお店にしたいな、と思ってるんだ」

「素敵な夢ですね」

「数え切れないほどのレストランを食べ歩いたから、居心地のいい店というのは身をもって知ってるつもりだし」

　そう語る要の表情は、希望に満ちているように見える。

「その時には……君を共同経営者兼バーテンダーとして引き抜きたいと思ってるんだけど……どうかな？」

　突然の申し出に、葉月は驚いた。

　今まで、何度も迷ってきたことだ。バーテンダーを本職にするか否か、を。

　けれど要はそうではない。彼の瞳には迷いが一切なかった。

　きっと彼は時が満ちれば、なんの未練も迷いもなく会社に退職届を出すのだろう。

　それが、とても眩しかった。

「わ、たし……」

　葉月は戸惑いに瞳を揺らすが、要はひたりと視線を捉え、まっすぐに見つめてきた。

「……だって本当は、今の仕事よりリフージョでバーテンダーする方が自分には向いていると、君も思ってるだろ？」

「……っ」

　要は穏やかに笑っている――何もかもを見透かすような瞳で。

　この調子で、一湖が谷井を好きだということを見抜いたのかと思うと、彼女が要を怖いと言うのもなんとなく理解できた。

　けれど葉月は怖いとは思わなかった。むしろ、自分のことを分かってくれているのだと嬉しくなる。

「その気になったら、いつでも俺の隣においで」

　要の目は優しく見つめてくるのに、まなざしの奥に一本芯が通っている。まるで、葉月がどちらを選ぶかをすでに知っているようだった。

　彼が醸し出す自信と安心感――それを浴びると、身体の中に言いようもないエナジーが湧いてきて。

　彼となら、どんなこともできそうな気がしてくるから不思議だ。

　自分がとある決心をするのも、そう遠い話ではないのかも知れない。

「――私に、この本貸してくれますか？　要さん」

　確信めいた予感が、心の底に芽吹いてくるのを感じながら、葉月は要に笑いかけたのだった。
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